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はじめに 

本町においては、令和２年３月に「川越町健康増進計画・食育1推進計画（以下、「本

計画」と言います。）」を策定し、健康増進及び食育推進に取り組んできました。 

この「中間評価報告書」は、本計画の「Ⅰ 序論」－「(2) 計画の構成と位置付け、

期間」、並びに「Ⅴ 計画の推進にあたって」－「(3) 計画の推進体制」において示

しているとおり、計画期間の中間時点にあたる令和６年度にアンケート調査結果や健

康指標などに基づく計画の進捗管理を行い、その結果を踏まえて「めざす姿」の目標

値の再設定や計画内容の一部見直しを行うものです。 

  

 
1 食育：「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を
育てること。 
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Ⅰ 川越町健康増進計画・食育推進計画と中間評価について 

(1) 計画の位置付けと基本的な考え方 

本計画は、健康増進法第８条第２項に基づく「健康増進計画」と、食育基本法第 18

条第１項に基づく「食育推進計画」について、それぞれの取り組みを体系付け、計画

的かつ実効的に推進する観点から、両計画を合わせて策定したものです。 

両計画は基本理念を共有し、子どもから高齢者まで、住民一人ひとりの健康に対す

る意識及び食を大切にする意識を高め、健康づくりや食育にかかる住民主体の継続的

な取り組みが図られるよう、住民の活動を支える地域づくりを進めることとしており、

それぞれのキャッチフレーズを 

みんなで実践!! 川越いきいき健康習慣 

みんなで実践!! 川越の健康ごはん習慣 

と設定しました。 

また、健康増進にかかる基本目標としては次の６つを掲げました。 
 

① 日々継続した身体活動・運動習慣づくり 

② バランスのとれた栄養・食生活習慣づくり 

③ ８０２０2をめざした歯と口腔の健康づくり 

④ 禁煙と節度ある飲酒による健康づくり 

⑤ 命を大切に、元気に暮らせるこころの健康づくり 

⑥ 検診・健診受診による生活習慣病対策の促進 

 

食育推進にかかる基本目標としては次の４つを掲げました。 
 

① 健康寿命3の延伸につながる食育 

② 町民の輪を作る食育 

③ 食の循環や環境を意識した食育 

④ 食文化の継承に向けた食育 

 

これらの基本目標のもと、５年間にわたって、体系的に取り組みを進めてきました。 

 

  

 
2 ８０２０(運動)：自分の歯が 20 本以上あれば何でも噛めるとする調査結果から、80 歳で自分の歯を 20 本
以上保とうという運動。 

3 健康寿命：日常的・継続的に介護などを必要とすることなく、日常生活が制限されることなく生活できる
期間。 
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(2) 国の計画などの動き 

本計画を策定した令和２年３月以降において、国や県が定めた計画とその概要は次

のとおりです。 

 

健康増進に関して、国では、すべての国民が健やかで心豊かに生活できる活力ある

社会の実現をめざし、「21 世紀における第２次国民健康づくり運動（健康日本 21（第

二次））」に取り組んできましたが、この計画期間を令和５年度まで１年延長しました。

翌、令和６年度からは、「21 世紀における第３次国民健康づくり運動（健康日本 21（第

三次））」がスタートしており、この中では、誰一人取り残さない健康づくりとして、

人びとが自然に健康になれる環境づくりや、ライフコースアプローチ4を新たな方向

性として示しています。 

あわせて、三重県でも令和６年度から「第３次三重の健康づくり基本計画（ヘルシ

ーピープルみえ・21）」がスタートしており、この中では、国の「健康日本 21（第三

次）」を踏まえながら、全体目標として健康寿命の延伸と心身の健康感の向上を掲げ

ています。 
 

一方、食育推進に関して、国では、令和３年度から「第４次食育推進基本計画」が

スタートしており、この中では、従来の心身の健康や持続可能な食を支えるという面

だけでなく、コロナ禍を踏まえた「新たな日常」やデジタル化に対応した食育の方向

性を示しています。 

あわせて、三重県でも令和３年度から「第４次三重県食育推進計画」がスタートし

ており、「生活」、「地域」、「環境」という３つの観点から取組方針と指標（目標）を

掲げています。 

食育推進に関しては、国・県ともに令和７年度が計画期間の最終年度であることか

ら、今後、次期計画に向けた見直しがされるものと考えられます。 

 

上記の国・県の計画では、指標や目標値などが再設定されているものもあることか

ら、これらを意識して、必要な見直しを行う必要があります。 

 

  

 
4 ライフコースアプローチ：胎児期から老齢期に至るまで、人の生涯を経時的に捉えて健康づくりを進める
こと。 



4 

(3) 中間評価の方法 

この「中間評価報告書」では、基本目標である健康増進の６項目、食育推進の４項

目について、「Ⅱ 中間評価」の章において、それぞれ「指標の状況」、「事業実績・

活動実績」について整理し、検証することによって、「総括評価」を行い、「見直しの

方向」を定めます。 

具体的には、「指標の状況」については、目標値に対してどのような状況にあるか

を確認し、「目標を達成しているか」及び「目標に向かっているか（数値が良化して

いるか）」の点から検証を行い、次のように表します。 
 

〔目標を達成しているか〕       〔未達成の場合、目標に向かっているか〕 

達成 未達成 
  

 良化 

 

また、「事業実績」については、本計画で定めた「行政が取り組むこと（事業）」ご

とに令和２年度から５年度までの４年間の取組実績を整理し、令和５年度時点での進

捗度を次の５段階で表します。 
 

〔進捗度〕 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

計画以上に 

進んでいる 

計画通りに 

進んでいる 

計画よりも 

遅れている 
進んでいない 不明・その他 

 

なお、食育推進については、関係団体における令和５年度の取り組み内容について

も列挙しています。 

 

以上の中間評価を受け、「Ⅲ 指標及び施策の見直し」において、必要に応じて、

指標内容（指標名）を見直すとともに、計画最終年度である令和 11（2029）年度の目

標値を設定します。 

また、その目標の達成に向けて、必要な取組内容の見直しを行います。 
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Ⅱ 中間評価 

１ 健康増進施策 
 

項目名 健康(1) 日々継続した身体活動・運動習慣づくり 

めざす姿 毎日 10 分多く身体を動かそう 

指標の 

状況 

 

指標名 
現状値 

(2018) 

目標値 

(2023) 

最新値 

(2023) 
検証 

１回 30 分以上の運動習慣がない人の割

合（特定健診） 
67.3％ 62％ 63.9％ 

未達成 

 

歩行速度が遅い人の割合（特定健診） 57.6％ 56％ 60.8％ 未達成 

(注)「検証」欄の矢印は「目標に対して良化している」ことを表します。（以下同じ） 
 

事業実績 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

運動教室及びロコ

モティブシンドロ

ーム5の啓発 

自分自身の健康管理に関心を持ち、生活習慣病

予防のために運動習慣を継続して取り組めるよ

う、運動教室を年間 2回開催しました。 

Ｂ 

健康かわごえ推進

協議会活動の支援 

定例会では運動など健康に関する知識を習得

し、また各地区で運動の健康教室を開催し、運動

習慣の定着化や生活習慣病予防に繋げました。 

Ｂ 

川越町健康体操「か

わごえキラキラ体

操6」の普及 

保育園、幼稚園、庁舎、いきいきセンター等の朝

の体操に取り入れました。小学校運動会や町民運

動会において、体操を行いました。 

Ｂ 

運動機能向上事業 

(通称)「かわごえパ

ワーステーション」 

フレイル7状態を予防し、要介護状態への移行を

防ぐとともに、健康の保持増進のために月に 4 回

運動教室を開催しました。日頃の運動習慣を身に

つけるために、自宅でもできる運動メニューを紹

介しました。 

Ａ 

いきいき百歳体操8 町民が自主的に地区で運動できる通いの場とし

て、百歳体操の実施をサポートしました。10 地区

中 8 地区が、自主グループをつくり、百歳体操を

実施しています。 

Ａ 

  

 
5 ロコモティブシンドローム（運動器症候群）：骨・関節・筋肉などの運動器の障害のために自立度が低下
し、介護が必要となる危険性の高い状態。 

6 かわごえキラキラ体操：川越町オリジナルの体操。子どもから高齢者まで、健康の保持増進を図るため、
姿勢改善、体幹強化、腰痛予防、介護予防に効果のある体操。 

7 フレイル：加齢や病気によって全身の機能が低下し、虚弱になった状態のこと。 
8 いきいき百歳体操：高知市が開発した重りを使った筋力運動の体操で、介護予防を目的に実施している。 
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総括評価 

事業内容については、計画に沿って順調に進めることができました。各地区におい

て､町民自らが自主グループをつくって「いきいき百歳体操」を実施することで、運

動の習慣化につなげました。 

指標については、2項目とも未達成ではあるものの、「１回 30分以上の運動習慣が

ない人の割合」については目標に近づく方向に進んでいます。一方、「歩行速度が遅

い人の割合」は悪化方向に進んでいます。また、「川越町食育と健康に関するアンケ

ート」によると、回答者のうち「定期的な運動習慣」を持っている人は 37.5％とな

っており、年齢別では 30 代、50代が低くなっています。 

以上を踏まえ、今後も引き続き、指標に掲げた運動習慣の向上をめざし、計画に掲

げた取り組みを進めるとともに、運動習慣が少ない年代へ働きかけていくことが望

まれます。 

見直しの

方向 

事業内容については、引き続き、同様の取り組みを進め、更なる内容の充実に努め

ることによって、町民の運動習慣を定着させ、地域での主体的な活動の広がりにつな

げます。 

指標については、同様の趣旨とし、国・県との整合を図るため、表現の見直しを行

います。 

  



7 

項目名 健康(2) バランスのとれた栄養・食生活習慣づくり 

めざす姿 栄養や食生活についての正しい知識を得よう 

指標の 

状況 

 

指標名 
現状値 

(2018) 

目標値 

(2023) 

最新値 

(2023) 
検証 

ＢＭＩ925 以上の人の割合（特定健診） 28.6％ 24％ 33.3％ 未達成 

朝食を抜くことが週３回以上ある人の

割合（特定健診） 
6.8％ 現状以下 7.9％ 未達成 

食べる速度が速い人の割合（特定健診） 33.1％ 26％ 32.5％ 
未達成 

 

就寝前の２時間以内に夕食をとること

が週３回以上ある人の割合（特定健診） 
16.4％ 12％ 15.2％ 

未達成 

 
  

事業実績 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

妊婦教室 妊婦教室での試食は行わず、講義のみの指導と

なりました。妊娠中の食事の取り方、摂取する際

の注意点、つわりのときの食べ方などを指導しま

した。 

Ｂ 

離乳食教室 離乳食教室は、前期・後期の 2 部で開催し、離

乳食のすすめ方の講義と調理実習を行いました。

コロナ禍で開催ができないときは、オンラインで

講義を行いました。 

Ｂ 

育児相談 

乳幼児健診 

1 歳 6 か月児、3歳 6か月児は参加者全員に栄養

相談を行いました。2 歳 6 か月児は問診にて栄養

指導が必要と思われる対象者に相談を行いまし

た。 

Ｂ 

栄養相談・健康相談 30 代健診受診者に対して栄養相談・健康相談を

行いました。30 代は食事のバランスを整えること

が難しく、不規則な生活を送ることが多いことか

ら、疾病予防の観点からも相談を行いました。 

Ｂ 

健康教室 

(通称)「チョイやせ

講座」 

健診結果の見方と、適正な食事のあり方を学ぶ

ため、講義で説明を行いました。コロナ禍のため、

試食はできませんでしたが、普段の食事を見直す

機会となり、食生活の改善に繋げることができま

した。 

Ｂ 

特定保健指導・重症

化予防事業 

R2 年度より健康サポート事業を開始し、健康相

談・栄養相談を行い、特定保健指導対象者や重症

化予防対象者の初回面談として、指導することが

できました。 

Ｂ 

低栄養予防事業 

(通称)「体にえ～よ

～栄養教室」 

年間 5 地区、地区公民館にて、低栄養予防の講

義を行いました。コロナ禍で試食はできませんで

したが、事前にお勧め料理をビデオ撮影し、公民

館で映像を流しながら、説明を行いました。 

Ｂ 

  

 
9 ＢＭＩ（体格指数）：身長と体重から算出する体格指数で、肥満度の目安となるもの。計算式は、体重
（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）であり、18.5 以上 25 未満を標準とする。 
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事業実績 

(つづき) 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

低栄養改善事業・短

期集中サービス 

特定健診を受けられた方の中でＢＭＩ18.5以下

の方に通所または訪問にて、栄養指導を行いまし

た。 

Ｂ 

食生活改善推進連

絡協議会10の活動

の支援 

（健康料理教室な

ど） 

コロナ禍のため、調理実習は中止し、講義のみ

の活動を行ってきました。 

R5 年度からは伝達講習等、活動を通常再開し、

4年ぶりにふれあい祭にも参加しました。 

Ｂ 

  

総括評価 

事業内容については、計画に沿って取り組んできたものの、R2年度から R4 年度に

かけて、コロナ禍のため試食会や調理実習などができませんでした。このため、オン

ラインでの実施や映像の活用などによって事業を実施しました。 

指標については、4項目とも未達成ではあるものの、「食べる速度が速い人の割合」

と「就寝前の 2 時間以内に夕食をとることが週 3 回以上ある人の割合」については

目標に近づく方向に進んでいます。一方で、「ＢＭＩ25 以上の人の割合」と「朝食を

抜くことが週 3回以上ある人の割合」は悪化方向に進んでいます。また、「川越町食

育と健康に関するアンケート」によると、回答者のうち「栄養・食生活への配慮」を

行っている人は 43.6％となっており、年齢別では 65～74 歳が低くなっています。 

以上を踏まえ、今後も引き続き、指標に掲げた栄養と食習慣の改善・向上をめざ

し、計画に掲げた取り組みを進めるとともに、食に関する意識が低い年代へ働きかけ

ていくことが望まれます。また、コロナ禍を経て、事業の実施方法について見直し、

改善していくことが求められます。 

見直しの

方向 

事業内容については、引き続き、同様の取り組みを進め、重点的に取り組むべき層

に対する働きかけを強化します。 

指標については、同様の趣旨とし、国・県との整合を図るため、表現の見直しを行

い、目標を明確化します。 

  

 
10 食生活改善推進連絡協議会：食生活改善推進員の連携・連絡のための協議会であり、行政が行う養成講座
を受講し、修了証書を授与された者が食生活改善推進員として活動している。 
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項目名 健康(3) ８０２０をめざした歯と口腔の健康づくり 

めざす姿 いつまでも自分の歯で食べよう～８０２０をめざして 

指標の 

状況 

 

指標名 
現状値 

(2018) 

目標値 

(2023) 

最新値 

(2023) 
検証 

１歳６か月児 う歯有病者率（三重の歯

科保健） 

1.35％ 

(2017) 
0.97％ 0.7％ 達成 

３歳児 う歯有病者率（三重の歯科保

健） 

13.42％ 

(2017) 
現状以下 7.8％ 達成 

定期的に歯科に通院している割合（30代

健診） 
58.1％ 現状以上 71.4％ 達成 

食事を噛んで食べる時の状態（特定健

診・「何でも噛める」） 
─ ─ 75.0％ ─ 

  

事業実績 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

１歳６か月児健診・

３歳６か月児健診 

子どもの健やかな歯の成長のため、1 歳 6 か月

児、3歳 6か月児健診受診者を対象に、歯科検診を

実施しました。口腔内の診察だけではなく、日頃

の歯みがきやむし歯予防等に関する保護者からの

相談にも応じました。 

Ａ 

２歳６か月児歯科

検診 

コロナ禍のため、従来行っていた集団での歯科

の講話と染め出しを実施せず、フッ素塗布のみ行

いました。フッ素塗布率は緩やかに減少傾向であ

り、う蝕有病者率はほぼ横ばいです。フッ素塗布

を希望されない方は、歯科医院に定期的に受診し

フッ素塗布を行っており、日頃から歯の健康意識

が高くなっていることが考えられます。 

Ｂ 

歯の相談 

(通称)「歯ッピーキ

ッズ」 

コロナ禍のため中止した年もありましたが、歯

科衛生士による歯の講話と個別相談を、育児相談

実施日に、年 6回実施しました。 

Ｂ 

30 代健診での歯科

相談 

30 代健診受診者全員に、歯科衛生士による歯科

相談を実施し、口腔内チェックを行いました。か

かりつけ医のない方には定期的な受診を勧めまし

た。 

Ｂ 

歯科検診 R2 年度より 40歳・50 歳・60 歳・70 歳の方を対

象に無料で受診できる「さわやか歯科検診（歯周

病検診）」を実施し、歯周病の早期発見と、定期受

診につなげ、歯の健康づくりの向上に努めました。 

Ｂ 

口腔機能向上事業 

(通称)「健口教室」 

全地区を対象に「健口教室」を開催しました。歯

科衛生士の講話、健口体操等を行い、嚥下力の維

持、向上に取り組みました。日頃のケア方法だけ

でなく、災害時の口腔ケアの方法についても内容

に取り込み、具体的な方法や必要な物品なども伝

えました。 

Ａ 
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事業実績 

(つづき) 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

ふれあい祭での歯

科相談 

コロナ禍のため、ふれあい祭は開催中止になっ

ていましたが、R5年度は 4年ぶりに開催しました。

歯科チェックのコーナーでは、ブラッシング指導

が 39 名、咬合圧チェックが 51 名、歯科相談が 28

名参加され、のべ 104 名に参加していただきまし

た。 

Ｂ 

  

総括評価 

事業内容については、計画に沿って順調に進めることができました。特に、乳幼児

健診の際には子どものむし歯予防や歯みがき習慣についての相談に応じた他、ふれ

あい祭では多くの町民が歯科相談に訪れ、きめ細かく歯科保健に関する指導を行う

ことができました。 

指標については、現状値のあった 3項目とも目標値を達成し、特に「定期的に歯科

に通院している割合」については 10 ポイント以上向上しました。また、「川越町食育

と健康に関するアンケート」によると、回答者のうち歯科検診を定期的に受けている

人は 55.3％となっており、年齢別では 65～74 歳がやや低くなっています。 

以上を踏まえ、今後も引き続き、指標に掲げた歯科及び口腔の健康づくりをめざ

し、計画に掲げた取り組みを進めることが求められます。 

見直しの

方向 

事業内容については、引き続き、同様の取り組みを進め、より一層、意識を高める

ための広報・啓発活動を進めます。 

指標については、同様の趣旨とし、国・県との整合を図るため、表現の見直しを行

い、目標を明確化します。 
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項目名 健康(4) 禁煙と節度ある飲酒による健康づくり 

めざす姿 禁煙と節度ある飲酒に努めよう 

指標の 

状況 

 

指標名 
現状値 

(2018) 

目標値 

(2023) 

最新値 

(2023) 
検証 

喫煙率（特定健診） 15.5％ 13％ 14.1％ 
未達成 

 

飲酒者の割合（特定健診「毎日飲む人」） 25.4％ 22％ 23.1％ 
未達成 

 
  

事業実績 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

マタニティ教室で

のたばこの害につ

いての指導 

妊婦教室「マタニティの会」で、妊娠中の喫煙に

よる母体、胎児への影響について指導を行いまし

た。 

Ａ 

受動喫煙対策 公共施設を敷地内禁煙として、受動喫煙の防止

に努めました。 

Ｂ 

各種教室・検診での

喫煙・飲酒について

の情報提供及び指

導 

各種健(検)診において、喫煙および飲酒に関す

る情報提供や指導を行い、禁煙と節酒を促し、生

活改善に繋げました。 

Ｂ 

  

総括評価 

事業内容については、計画に沿って順調に進めることができました。特に、妊婦教

室「マタニティの会」では妊娠中のタバコの害についての認識を高めることができま

した。 

指標については、2項目とも未達成ではあるものの改善しており、かなり目標に近

づいています。また、「川越町食育と健康に関するアンケート」によると、回答者の

うち「禁煙、適度な飲酒」に取り組んでいる人は 29.0％となっていますが、年齢別

では 75 歳以上が低くなっています。 

以上を踏まえ、今後も引き続き、指標である喫煙率及び飲酒率の低下をめざし、計

画に掲げた取り組みを進めるとともに、高齢者世代へ働きかけていくことが望まれ

ます。 

見直しの

方向 

事業内容については、引き続き、同様の取り組みを進め、更なる内容の充実に努め

ることによって、町民の健康づくりにつなげます。 

指標については、前期と同じ目標を設定し、更なる喫煙率及び飲酒率の低下をめざ

します。 
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項目名 健康(5) 命を大切に、元気に暮らせるこころの健康づくり 

めざす姿 
一人ひとりの命を大切にしよう 
こころ豊かに元気に暮らそう 

指標の 

状況 

 

指標名 
現状値 

(2018) 

目標値 

(2023) 

最新値 

(2023) 
検証 

睡眠で休養が得られていない人の割合

（特定健診） 
20.9％ 19％ 21.4％ 未達成 

自殺者数（川越町自殺対策行動計画） 
6 人 

(2017) 
減少 3 人 達成 

メンタルパートナー講習受講者数（川越

町自殺対策行動計画） 
── 200 人 

274 人 

(累計) 
達成 

 
 

事業実績 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

産婦健康診査事業 産後の早期段階における母子への支援を強化

し、産後うつ予防や、妊産婦の自殺予防、新生児へ

の虐待予防等を図りました。 

Ａ 

新生児(乳児)訪問

(産後のメンタルヘ

ルス支援～エジン

バラ式産後うつ質

問紙11～) 

コロナ禍では、感染拡大を懸念するなど、赤ち

ゃん訪問の訪問率が 94.1％（R2）まで減少しまし

たが、新型コロナウイルス感染症が 5類12に移行し

た R5 年度は、訪問率が 98.6％となり、来所対応を

含めると全数面談することができました。訪問時

にＥＰＤＳを実施し、産後うつの早期発見、早期

支援に努めました。 

Ａ 

育児相談 コロナ禍でも安心して相談できるよう予約制を

とり、母子の不安解消に努めました。5類移行後は

一部予約制をなくし、保護者同士の交流ができる

よう気軽に参加できるようにしました。訪問や健

診後のフォローでは、親子がゆったり遊んでいる

中で話を聞くことにより、相談しやすい環境を作

りました。 

Ｂ 

こころの健康に関

する相談事業 

9 月「自殺予防週間」、3月「自殺対策強化月間」

に広報等で相談窓口の周知を行いました。相談者

数としては少ないですが、広報等から相談窓口に

繋がり、相談される方が増加しました。 

Ｂ 

知識の普及に努め

るための教室 

ストレスチェックやストレスコントロールにつ

いての地区教室を開催し、こころの健康の大切さ

を伝えました。 

Ｂ 

メンタルパートナ

ー研修の開催 

各地区や民生委員児童委員、議員、社会福祉協

議会などを対象にメンタルパートナー研修を行

い、計 200 人以上に参加していただきました。 

Ａ 

個別ケア会議 年 6 回、関係機関が集まり生活に支障を来たし

ている方について話し合い、支援の方向について

検討し、終結に至るよう努めました。 

Ｂ 

  

 
11 エジンバラ式産後うつ質問紙（ＥＰＤＳ）：産後数か月以内に起こりやすいうつ病にり患しているかを選
別するための質問票で、調査時より遡った１週間の状態を知るもの。 

12 ５類(感染症)：感染症法における感染症レベルの位置付け。１類から５類までに区分される。５類は、個
人の選択を尊重し、国民の自主的な取組をベースとした対策を行うレベルのもの。 
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総括評価 

事業内容については、計画に沿って順調に進めることができました。特に、精神的

に不安定になる妊娠・出産期の相談・支援を充実させ、産後うつの予防、早期発見に

つなげることができました。また、自殺予防のためのメンタルパートナー研修では、

目標を超える参加者を集めることができました。 

指標については、「睡眠で休養が得られていない人の割合」が未達成、かつ悪化方

向に進んでいます。また、「川越町食育と健康に関するアンケート」によると、回答

者のうちストレスが「とてもある」という人は 18.2％、「ややある」という人は 51.7％

となっており、年齢別では「とてもある」という人は 29 歳以下で高く、「とてもあ

る」「ややある」を合わせると、30 代が高くなっています。 

以上を踏まえ、今後も引き続き、指標である休養による精神保健の向上と自殺の予

防をめざし、計画に掲げた取り組みを進めるとともに、若者世代へ働きかけていくこ

とが望まれます。 

見直しの

方向 

事業内容については、引き続き、同様の取り組みを進め、重点的に取り組むべき層

に対する働きかけを強化します。 

指標については、同様の趣旨とし、国・県との整合を図るため、表現の見直しを行

い、「川越町食育と健康に関するアンケート」を活用して新たな指標を設定します。

また、自殺対策関連の指標については、第 2 期川越町自殺対策行動計画との整合を

図ります。 
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項目名 健康(6) 検診・健診受診による生活習慣病対策の促進 

めざす姿 検診・健診を受けて健康管理に生かそう 

指標の 

状況 

 

指標名 
現状値 

(2018) 

目標値 

(2023) 

最新値 

(2023) 
検証 

特定健康診査受診率（特定健康診査等実

施計画） 

41.2％ 

(2017) 
60％ 42.2％ 

未達成 

 

特定保健指導実施率（特定健康診査等実

施計画） 

24.8％ 

(2017) 
60％ 

42.5％ 

(2022) 

未達成 

 

胃がん検診受診率 8.3％ 9％ 6.4％ 未達成 

肺がん検診受診率 4.8％ 9％ 3.3％ 未達成 

大腸がん検診受診率 9.4％ 10％ 6.5％ 未達成 

乳がん検診受診率 31.2％ 
現状維持又

はそれ以上 
22.9％ 未達成 

子宮頸がん検診受診率 30.9％ 
現状維持又

はそれ以上 
21.6％ 未達成 

  

事業実績 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

30 代一般健康診査

（集団） 

受診者に対して栄養相談・健康相談を行いまし

た。30 代は不規則な生活を送ることが多く、食事

バランスを整えることが難しいため、疾病予防の

観点からも相談を行いました。 

Ｂ 

特定健康診査、健康

増進法健康診査、及

び国民健康保険日

帰り人間ドック 

特定健診においては未受診の方に受診勧奨のは

がきを送り、人間ドックは電話で受診勧奨を行い

ました。保健指導対象者には保健指導を行い、R4

年度には、保健指導率 40％を超え県内でも高い受

診率になっています。 

Ｂ 

肝炎ウイルス検診 40 歳以上の方で、肝炎ウイルス検査を受けたこ

とがない方を対象に無料で実施しました。受診者

の多くは当該年度に 40 歳になる方で、1～2 割の

受診率でした。 

Ｂ 

各種がん検診 コロナ禍においても、一部の検診を除き、継続

して検診を実施しました。また、R2年度より中学

生を対象としたピロリ菌検査事業を開始し、胃が

ん予防に努めました。また、精密検査未受診者に

対しては、電話等で受診勧奨を行いました。乳が

ん、子宮頸がんの受診率は県下でも高い受診率に

なりますが、胃がん、肺がん、大腸がんの受診率は

低いことから、検診周知を行い、受診率向上に繋

げる必要があります。 

Ｃ 
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事業実績 

(つづき) 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

ＣＫＤ（慢性腎臓

病）予防事業・糖尿

病重症化予防事業 

R2 年度より健康サポート事業を開始し、健康相

談・栄養相談を行いました。 

Ｂ 

特定保健指導 

(通称)「かわごえ身

体ハッスルプラン」 

特定保健指導対象者には初回面接、中間面接、

集団教室、最終面接を行い、生活習慣、運動習慣及

び食生活習慣の改善のための指導を行いました。 

Ｂ 

  

総括評価 

事業内容については、コロナ禍のため一部の検診で影響がありましたが、概ね、計

画に沿って順調に進めることができました。 

指標については、7 項目すべて未達成となっていますが、「特定健康診査受診率」

と「特定保健指導実施率」については向上しています。特に特定保健指導実施率につ

いては大幅に上昇しており、県下でも高い実施率となっています。一方、各種がん検

診受診率はいずれも悪化方向に進んでいます。なお、「川越町食育と健康に関するア

ンケート」によると、胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診は 30～40％の受診率

であり、乳がん検診、子宮頸がん検診は 50～60％の受診率となっています。 

以上を踏まえ、今後も引き続き、疾病の予防につなげるための健診・検診の受診勧

奨を行い、きめ細かく保健指導を実施していくことが求められます。 

見直しの

方向 

事業内容については、引き続き、同様の取り組みを進め、健診・検診の必要性を周

知していきます。 

指標については、特定健康診査及び特定保健指導は、第 4 期川越町特定健康診査

等実施計画との整合を図り、「川越町食育と健康に関するアンケート」を活用して新

たな指標を設定します。また、がん検診受診率については実態を表していないことか

ら、「川越町食育と健康に関するアンケート」を活用して見直します。 
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２ 食育推進施策 
 

項目名 食育(1) 健康寿命の延伸につながる食育 

めざす姿 栄養や食生活についての正しい知識を得よう 

指標の 

状況 

 

指標名 
現状値 

(2018) 

目標値 

(2023) 

最新値 

(2024) 
検証 

主食・主菜・副菜３つを揃えて食べるの

が毎日２回以上の人の割合（アンケート

調査結果） 

38.5％ 
70％ 

以上 
34.3％ 未達成 

夕食を家庭で調理せずに済ませること

が週１回以上の人の割合（アンケート調

査結果） 

31.9％ 
20％ 

以下 
37.1％ 未達成 

朝食を欠食する人の割合（朝食を食べる

のが週３日以下の人の割合）（アンケー

ト調査結果） 

11.5％ 
5％ 

以下 
12.3％ 未達成 

  

事業実績 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

妊婦教室 ◇妊婦教室の開催（延べ参加組数） 

R2：43 組、R3：6 組、R4：145 組、R5：109 組 

Ｂ 

離乳食教室 ◇離乳食教室の開催（延べ参加者数） 

R2：38 名、R3：55 名、R4：55 名、R5：44 名 

Ｂ 

育児相談 

乳幼児健診 

◇育児相談 食事の相談（延べ相談者数：乳児） 

R2：41 名、R3：54 名、R4：51 名、R5：60 名 

◇育児相談 食事の相談（延べ相談者数：幼児） 

R2：28 名、R3：27 名、R4：20 名、R5：22 名 

◇乳幼児健診（延べ受診者数） 

R2：279 名、R3：323 名、R4：412 名、R5：413 名 

Ｂ 

食育に関する広報・

情報発信の推進 

◇小学校での「給食だより」の配布 

R2：１回/月、R3：１回/月、 

R4：１回/月＋夏休み前、R5：13 回/年 

◇保育所での「食育だより」の配布 

R2：１回/月、R3：１回/月、 

R4：１回/月、R5：１回/月 

Ｂ 

よく噛んで食べる

ことの啓発 

◇6月の小学校給食で「かみかみメニュー」実施 

◇6月の保育所、幼稚園、小学校の「給食だより」

での周知 

◇｢３色食品群｣の講座実施（6月実施、保育所 3園） 

Ｂ 

低栄養予防事業 

(通称)「体にえ～よ

～栄養教室」 

◇栄養教室の開催（開催回数、延べ参加者数） 

R2：6 回・80 名、R3：4回・43 名、 

R4：5 回・83 名、R5：5回・62 名 

Ｂ 

低栄養改善事業・短

期集中サービス 

◇サービスの実施（延べ利用者数） 

R2：25 名、R3：12 名、R4：11 名、R5：46 名 

Ｂ 
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事業実績 

(つづき) 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

蛍雪学園における

啓発 

◇60 歳以上の町民に対する啓発 

R2：蛍雪学園は中止したが､入園予定者を対象に

免疫力アップのための教室開催(7名参加) 

R3：3 月に講演会実施(14 名参加) 

R4：10 月「食を通してのフレイル予防」(12 名参加) 

R5：6 月「食を通してのフレイル予防」(19 名参加) 

Ｂ 

食育体験ツアー ◇食育体験ツアーの実施 

R2：中止、R3：中止、R4：中止、R5：中止 

 ※代わりに「旬の野菜」の話と｢３色食品群｣

について食育講座を実施 

Ｄ 

保育所、幼稚園にお

ける食育講演会 

◇4・5歳児に対して講座を実施 

R2：各園 1回/年、R3：中止、R4：中止、 

R5：各園 4回/年 

Ｂ 

早寝早起き朝ごは

んの啓発 

◇小学生、園児に対する啓発 

R2：運動会 9月、小 6家庭科で朝食の授業実施 

学校保健委員会(会議)1月に実施 

R3：運動会 10 月、小 6家庭科で朝食の授業実施 

学校保健委員会(会議)1月に実施 

R4：給食だより配布 

R5：食育だより配布 

Ｂ 

栄養相談・健康相談 ◇一般健康診査受診者に対して実施（受診者数） 

R2：48 名、R3：49 名、R4：47 名、R5：55 名 

Ｂ 

特定保健指導・重症

化予防事業 

◇特定保健指導の実施（人数） 

R2：25 名、R3：28 名、R4：46 名、R5：41 名 

◇重症化予防指導の実施（人数） 

R2：77 名、R3：28 名、R4：31 名、R5：31 名 

Ｂ 

【新規】 

あいあいセンター

図書室による「食」

に関する展示・特集 

◇展示の実施 

R4：子ども向け展示 

・私たちの命をささえるたいせつな「食」について知

ろう。 

・読んだらきっと作りたくなる料理・お菓子の物語。 

大人向け展示 

・食について知ろう。 

・食べて、健康・きれい。 

R5：6 月に図書室内で「食」に関する特集を実施 

【新規】 

高齢者の保健事業

と介護予防との一

体的実施 

◇75 歳になる方に質問票を送付し、返信者及び未返信者のう

ち、気になる方に対し、管理栄養士と保健師で訪問を実施。 

R3 訪問実施数：29 名 

R4 訪問実施数：25 名 

R5 訪問実施数：29 名 
  

(注)「主な実績」中、コロナ禍による影響のため実施できなかったものは「中止」と表記し、
それ以外の場合で実施できなかったものは「未実施」と表記しています。（以下同じ） 
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団体の 

活動実績 

 

団体名 主な活動実績（令和５年度） 

三重県 ◇「ベジ－１グランプリ」（一般県民からの弁当のレシピ募

集）の開催 

◇「健康づくり応援の店」の登録と登録店を通じた啓発 

みえ認定栄養ケア・ 

ステーション北勢 

◇出前講座における生活習慣病予防や食育などの講演、アレ

ルギーの講座 

（四日市市の事業としての「栄養ケアステーション」） 

朝明商工会 ◇「健康づくり応援の店」の周知・啓発 
 

マックスバリュ ◇「ちゃんとごはん」の活動（健康志向の総菜、レシピの開

発、料理教室の開講など） 

◇従業員に対する「ちゃんとごはんセミナー」の開講とマス

ターとしての資格授与 

スポーツ少年団 ◇バランスの取れた食事についての会員への周知 
 

  

総括評価 

事業内容については、計画に従って事業に取り組んできたものの、R2度から R4 年

度にかけてのコロナ禍のため、対面での講演会や食育体験ツアーなどが実施できま

せんでした。一方で、当初の計画では予定していなかった図書室での「食」の展示や

特集を実施し、世代を越えた啓発の一助としました。また、乳幼児健診受診者が R2

年度から R4 年度にかけて約 1.5 倍に、低栄養改善事業・短期集中サービス利用者数

は約 2 倍に増加しました。健康寿命の延伸につながる食育についての事業は計画通

り進んできましたが、参加者数などに一部の悪化方向もみられました。 

指標については、3項目すべて未達成かつ悪化方向に進んでいます。具体的には、

「主食・主菜・副菜３つを揃えて食べるのが毎日２回以上の人の割合」については特

に若年層、1 人暮らしで低くなっており、「夕食を家庭で調理せずに済ませることが

週１回以上の人の割合」については特に 40 代以下、1人暮らしで低くなっています。

また、「朝食を欠食する人の割合」は特に 29 歳以下で高くなっています。 

以上を踏まえ、コロナ禍を経て、生活様式などにおいても変化があったと考えられ

ることから、目標や事業内容、及び事業の実施方法について見直し、改善していくこ

とが求められます。 

見直しの

方向 

事業内容については、コロナ禍で中止になった事業を可能な限り再開につなげ、引

き続き、啓発活動や教室を進め、相談を受けやすくする環境を整えます。また、フレ

イル予防につなげられるよう、低栄養予防、低栄養改善などのサービスとともに、高

齢者の保健事業と介護予防との一体的実施事業を進めます。 

指標については、特に「主食・主菜・副菜３つを揃えて食べるのが毎日２回以上の

人の割合」は乖離が大きく、実現に向けたハードルが高い状況ですが、国も目標値を

50％に引き下げたことから目標値の修正を行い、忙しい年代層に向けて、手軽にバラ

ンスの良い食事が摂れる方法などを含めた啓発を進めます。また、3つの指標に関し

ては若年層や 1 人暮らし世帯の行動変容が必要と考えられるため、これらの層に対

し重点的に啓発できる方法を検討します。 
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項目名 食育(2) 町民の輪を作る食育 

めざす姿 みんなで一緒に食事で楽しくコミュニケーションをとろう 

指標の 

状況 

 

指標名 
現状値 

(2018) 

目標値 

(2023) 

最新値 

(2024) 
検証 

「食育」に関心がある人の割合（ある＋

どちらかといえばある）（アンケート調

査結果） 

73.6％ 
90％ 

以上 
73.1％ 未達成 

誰かと一緒に朝食・夕食を食べる平均回

数（アンケート調査結果※） 

週 8.5

回 

週 10 回

以上 

週 8.1

回 
未達成 

※ アンケート調査においては「家族と一緒に」という設問でしたが、国の施策の方向性を
受けて、一人暮らしなどにも配慮して「誰かと一緒に」という指標として設定します。 

 

事業実績 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

食育の日(毎月 19

日)や食育月間(６

月)の普及・啓発 

◇6月に広報、ホームページに掲載 

 

Ｂ 

川越ふれあい祭 ◇ふれあい祭の開催（ヘルスメイトコーナー） 

R2：中止、R3：中止、R4：中止、R5：200 名 

Ｂ 

食生活改善推進連

絡協議会活動の支

援 

◇調理実習など 

R2：多くは活動自粛 

R3：多くは活動自粛 

R4：多くは活動自粛 

R5：伝達講習会 4 回、親子料理教室 1 回、健康

料理教室 3回 

Ｂ 

保育所、幼稚園、学

校、児童館で収穫し

たものを用いたク

ッキング 

◇クッキング 

R2：中止、R3：中止、R4：中止、R5：計 14 回 

Ｂ 

家庭教育講演会な

どにおける食に関

する啓発 

◇家庭教育講演会の開催 

R2：中止、R3：中止、R4：中止、R5：未実施 

Ｃ 

食育啓発イベント ◇イベントの実施 

R2：中止、R3：中止、R4：中止、R5：未実施 

Ｃ 

イベントにおける

食に関する啓発 

◇映画会における啓発 

R2：中止、R3：中止、R4：中止、 

R5：人権学習映画祭の際にチラシ配布 

Ｂ 

料理教室 ◇親子料理教室（参加組数） 

R2：中止、R3：中止、R4：中止、R5：3組 

◇健康料理教室（参加組数） 

R2：中止、R3：中止、R4：中止、R5：3組 

Ｂ 

地域住民と保育園

児との交流（給食の

「共食」） 

◇給食の共食 

R2：中止、R3：中止、R4：中止、R5：未実施 

Ｄ 
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事業実績 

(つづき) 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

生活・介護支援サポ

ーター13交流事業 

◇ファミリーイベント（延べ参加人数） 

R2：中止 

R3：28 名（食に関するものは中止） 

R4：18 名（食に関するものは中止） 

R5：25 名（食に関するものは中止） 

Ｂ 

高齢者世帯交流会

の開催 

◇食事会の開催 

R2～R5：中止（代替として訪問を実施） 

Ｃ 

ひとり暮らし交流

会の開催 

◇もちつき大会の開催 

R2～R5：中止（代替として訪問を実施） 

Ｃ 

   
 
 

団体の 

活動実績 

 

団体名 主な活動実績（令和５年度） 

食生活改善推進協

議会 

◇親子料理教室、健康料理教室の実施 

◇ふれあい祭における「キーマカレー」の試食 

◇「生涯骨太クッキング」の実施（調理実習） 

JERA ◇昼食時における食堂でのコミュニケーション 
 

  

総括評価 

事業内容については、R2年度から R4 年度にかけてのコロナ禍のため、交流を伴う

事業がほとんど実施できませんでした。R5 年度には食生活改善推進連絡協議会活動

の支援による料理教室や伝達講習会、保育所、幼稚園、学校、児童館で収穫したもの

を用いたクッキングなどの事業で再開することができましたが、ひとり暮らし交流

会の開催や家庭教育講演会などにおける食に関する啓発などが実施できませんでし

た。 

指標については、2項目とも未達成かつ悪化方向に進んでいます。具体的には、食

育への関心については女性よりも男性が低く、年齢別では 29 歳以下と 50～64 歳で

低くなっています。また、「家族と一緒に夕食を食べること」を「ほとんど食べない」

と答えた方は 65～74 歳、１人暮らしの方が多くなっています。 

以上を踏まえ、コロナ禍を経て、住民同士の交流に対する意識などに変化があった

と考えられることから、目標や事業内容、及び事業の実施方法について見直し、改善

していくことが求められます。 

見直しの

方向 

事業内容については、今後、一人暮らしが増加する中で住民同士の「輪」を作るこ

とがより一層大切になることから、コロナ禍で減少した住民交流が再び活性化する

よう、地域での取り組みも含めて、食を通じたコミュニケーションのあり方、及びそ

の具体的な実現方法について検討し、特に食育に関する意識の低い層や共食ができ

ていない層を中心に啓発を進めます。また、コロナ禍を経て、オンラインコミュニケ

ーションなどのツールが一般化し、従来の方法に頼らない取り組みの実施方法も考

えられることから、より効果的な食育活動及び「共食」の普及に向けて、調査・研究

を行います。 

指標については、現実的な目標設定を行い、特に「食育への関心がない人」にも食

育の重要性が届くよう、地域、企業、教育機関との連携を進め、広報やホームページ、

SNS などによる情報発信の工夫をしていきます。 
  

 
13 生活・介護支援サポーター：地域の中で見守り、助け合い運動をする実践者。地域包括支援センターが行
う養成講座を修了した者。 
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項目名 食育(3) 食の循環や環境を意識した食育 

めざす姿 食べ物の背景を考えて、感謝の気持ちを持とう 

指標の 

状況 

 

指標名 
現状値 

(2018) 

目標値 

(2023) 

最新値 

(2024) 
検証 

学校給食における地場産物を利用する

割合（教育委員会調べ） 
30.9％ 38％ 25.1％ 未達成 

地場産物の食品を意識して購入してい

る人の割合（いつも選んでいる＋時々選

んでいる）（アンケート調査結果） 

─ ─ 66.8％ 

─ 

(※国は

68.6％) 

「食品ロス14」を知っていて、軽減のため

に取り組んでいる人の割合（アンケート

調査結果） 

79.5％ 
90％ 

以上 
90.4％ 達成 

安全な食生活を送ることについて判断

している人の割合（いつも判断している

＋判断している）（アンケート調査結果） 

60.8％ 
80％ 

以上 
62.7％ 

未達成 

 

  

事業実績 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

いきいき農園の周

知 

◇問合せに対して、開設されている農地を紹介す

るが、空いていない。新規に農園を整備する方

はいない。 

Ｄ 

ふれあい広場の活

用促進 

◇広報活動を予定通り実施した。ふれあい朝市に

ついて、感染防止対策を講じた上で運営するこ

とができた。 

Ｂ 

保育所、幼稚園、学

校、児童館などでの

野菜づくり 

◇季節に合わせて、野菜づくりを実践し、収穫、観

察などを行っている。 

R5：保育所 4回/年 

Ｂ 

学校給食献立にお

ける地場産物の取

り入れ 

◇給食における実施 

R2：川越町産コシヒカリの米飯給食実施（2回/

月） 

R3：川越町産コシヒカリの米飯給食実施（2回/

月） 

R4：川越町産コシヒカリを使用した「みえ地物

一番給食の日」実施（2回/月） 

R5：川越町産コシヒカリを使用した「みえ地物

一番給食の日」実施（2回/月） 

◇川越町産小麦の取り組み 

安定した供給量が期待できる小麦について、

なんらかの形で「川越町産」として学校給食で

提供できないか R2 年度より検討を進めた。《別

掲１》 

Ｂ 

  

 
14 食品ロス：まだ食べられるのに捨てられてしまう食品のこと。食べ残し、売れ残りなどで発生する。 
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事業実績 

(つづき) 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

「食品ロス」削減に

関する普及・啓発 

◇広報における啓発の実施 

R2：広報 6月号に掲載、10 月に世帯回覧 

「ごみの出し方ハンドブック」へ掲載し、 

3 月に世帯配布 

R3～R5：広報 10月号に掲載 

「ごみの出し方ハンドブック」へ掲載し、

転入者、希望者などへ配布 

R5：広報 10月号の内容について、ごみ分別アプ

リ「さんあ～る」でも掲載 

◇食品ロスに関するアンケート調査の実施 

中学生の保護者及び町内各種団体に所属する

人に対し、食品ロスに関する情報を提供し、そ

の前後でアンケート調査を実施し、意識の変化

をみた。《別掲２》 

Ｂ 

食べ残し、生ごみの

堆肥化 

◇堆肥の配布 

R2：中止、R3：中止、R4：中止、 

R5：ふれあい祭にて堆肥配付（掲示物を作成し、

堆肥化事業を周知） 

Ｂ 

給食センターの見

学（小学校１年生、

幼稚園児） 

◇給食センターの見学 

R2：幼稚園児・小１、R3：中止、 

R4：小１･２、R5：小１ 

Ｂ 

食の安全安心、食品

表示に関する情報

提供 

 

R2：未実施、R3：未実施、R4：未実施、 

R5：未実施 

Ｄ 

食物アレルギーに

関する相談 

◇育児相談・幼児健診にて随時相談 

 

Ｂ 

  

団体の 

活動実績 

 

団体名 主な活動実績（令和５年度） 

朝明商工会 ◇「地元食品うまいもん市」の開催 

◇食品ロスについての情報提供やアンケートの実施 

JERA ◇非常食のローリングストック15と社会福祉協議会への寄贈 
 

川越町議会 ◇食品ロス削減に向けた「3010 運動」の周知と実施 
 

  

 
15 ローリングストック：普段の食品を少し多めに買い置きしておき、 賞味期限を考えて古いものから消費
し、消費した分を買い足すことで、 常に一定量の食品が家庭で備蓄されている状態を保つための方法。 
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総括評価 

事業内容については、学校給食における地場産物の利用については、猛暑や水害な

どの異常気象の影響を受け、計画的に進めることができませんでした。川越町産小麦

の取り組みについては、保育所給食での「うどん」の試行的提供に至り、高評価を得

ました。また、「食品ロス」削減に関する普及・啓発などについては、コロナ禍であ

っても計画に従い事業を進めることができました。一方、食の安全安心については、

情報提供が未実施でした。 

指標については、「食品ロスの軽減に取り組んでいる人の割合」は目標を達成し、

また「安全な食生活について判断している人の割合」は未達成ながら目標に近づく方

向に進んでいます。また、「地場産物の食品を意識して購入する人の割合」もほぼ国

の調査と同水準となっています。一方、「学校給食における地場産物の利用割合」に

ついては、指標を大きく下回る結果となりました。 

以上を踏まえ、積極的な意識づけが奏効し、アンケート結果にも表れていることか

ら、今後も、指標 2項目の維持・向上をめざし、学校給食献立における地場産物の取

り入れ、「食品ロス」削減に関する普及・啓発などの活動を積極的に進めていくこと

が望まれます。 

見直しの

方向 

事業内容については、一部、未実施の事業について、事業の有効性などを勘案して

内容の見直しなどを行い、その他の事業については、これまで通り、取り組みを継続

していくこととします。特に、地産地消16に関しては、R5 年度から給食に取り入れて

いる川越町産小麦を加工したうどんなど、地場産物の食品の活用をさらに進めます。 

指標については、「学校給食における地場産物の利用割合」が目標値と大きく乖離

していることから現実的な目標値に見直します。その他の指標については前回と同

じ目標を設定し、数値の維持・向上に努めます。 

 

  

 
16 地産地消：地元でとれた生産物を地元で消費すること。 
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《別掲１》川越町産小麦の取り組みについて 
 

R2 年度の取り組み 

・ＪＡみえきたへ「川越町産の小麦ができないか」を協議 

・少量の製粉(川越町産小麦)が可能な平和製粉へ工場見学を実施 
 

R3 年度の取り組み 

・川越町産小麦を他の小麦と区分して保存可能かＪＡみえきたと打ち合わせを重ね、 

保存が可能となる 
 

R4 年度の取り組み 

・川越町産小麦を実際に小学校、保育所の給食で使用するよう計画（R4年 11 月以降） 
 

R5 年度の取り組み 

・小学校・幼稚園へ、川越町産小麦を使用した「かわごえロールパン」を試験的に提供 

・保育所へ、川越町産小麦を使用した「川越町産うどん」を３回提供 

 

 

 

 

《別掲２》食品ロスに関するアンケート調査の実施について 
 

調査期間 R4 年 12 月～R5年 8 月 
 

調査方法 ①各団体に対し、食品ロスに関する情報（リーフレット）を 3回提供 

 ②リーフレット配布の前と後に、食品ロスに関する意識及び行動について 

アンケート調査を実施 
 

対  象 中学校保護者約 139 名、議会議員約 12 名、スポーツ推進委員約 8名、 

ＪＥＲＡ約 20 名、商工会 20 名、 

かわごえパワーステーション（介護予防教室）約 13 名、農業委員会 5名 
 

調査結果（一部抜粋改変） 

「陳列された食品はなるべく手前から取っている」の質問に対し、「ややはい」

の回答割合はリーフレット配布前が9.7％であったのに対し、配布後は34.2％

と有意に増加した。また、「はい」の 24.2％を加えると全体の約 7割が実施す

るようになった。この行動変容は、情報提供による教育効果の可能性が考えら

れる。 
 

※詳細は巻末の「食品ロス」に関するアンケート結果を参照 
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項目名 食育(4) 食文化の継承に向けた食育 

めざす姿 日本の食文化の良さを知り、食を通して伝えよう 

指標の 

状況 

 

指標名 
現状値 

(2018) 

目標値 

(2023) 

最新値 

(2024) 
検証 

食文化を受け継ぎ、地域や次世代に伝え

ている人の割合（アンケート調査結果） 

20.3％

(※) 

50％ 

以上 
14.6％ 未達成 

※ アンケート調査においては「受け継いでいる」が 29.6％であり、このうち「伝えてい
る」が 68.6％であることから、この二つを掛け合わせて、「受け継ぎ、伝えている」人は
全体の 20.3％となります 

 

事業実績 

 

事業名 主な実績（令和２～５年度） 
進捗度 

（R5） 

「和食の日17」(11

月 24 日)の普及・啓

発 

◇広報、ホームページ、公式 LINE への掲載 

◇食育だよりに掲載、和食の日に口頭で啓発 

◇和食推進会議からチラシを取り寄せ配布すると

ともに、給食だよりで和食の日について周知 

Ｂ 

茶道体験活動 ◇保育所、幼稚園でのお茶会の開催 

R2：4 回、R3：4回、R4：4 回、R5：4 回 

◇茶道クラブ 

R2：中止、R3 以降は茶道クラブが設置されず 

◇ふれあい祭での呈茶 

R2：中止、R3：中止、R4：中止、R5：実施 

Ｂ 

「だし」教室 ◇だし教室の開催 

R2～R4：5 歳児に対して実施（各園 1回/年） 

R5：5 歳児に食育講座を実施 

Ｂ 

料理コンテスト ◇料理コンテストは R2年度のみ実施 

 

Ｄ 

食文化の伝承 ◇マナー教室 

R2～R5：4 歳児に対して実施（各園 1回/年） 

◇郷土料理給食（1回/月）、和食の日給食（11 月）、

全国・川越町の給食の歴史（1月に 4回）を実施 

◇越史の会 

R2：中止、R3：中止、R4：未実施、R5：未実施 

◇出前講座 

R2：中止、R3：1 回、R4：未実施、R5：未実施 

◇養鰻関係をはじめとする史料の寄贈 

Ｂ 

「川越の食」に関す

る検討 

◇食育推進協議会の開催 

 

Ｂ 

  

団体の 

活動実績 

 

団体名 主な活動実績（令和５年度） 

食生活改善推進協

議会 

◇健康料理教室において「おせち」の調理実習 

  

 
17 和食の日：毎年、一人ひとりが「和食」文化について認識を深め、和食文化の大切さを再認識するきっか
けの日となっていくよう願いをこめて、11 月 24 日を「いい日本食」＝「和食」の日として設定したも
の。 
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総括評価 

事業内容については、計画に従って事業に取り組んできたものの、R2 年度から R4

年度にかけてのコロナ禍のため、一部の事業が中止となりました。また、料理コンテ

ストについては、計画初年度のみの実施に終わっています。一方、保育所、幼稚園で

の茶道体験、「だし」教室などは実施することができました。 

指標については、「食文化を受け継ぎ、地域や次世代に伝えている人の割合」が前

回に比べて５ポイント以上低下し、目標値（50％）を大きく下回り、未達成かつ悪化

方向に進んでいます。具体的には、郷土料理や伝統料理などを受け継いでいるかを

「わからない」としている人の割合が約 40％であり、「伝えていない」についても約

30％を占めています。特に、29 歳以下は「わからない」が約 60％と最も多くなって

います。これらは、コロナ禍で年中行事が簡略化されるなどの影響があったことも考

えられます。 

以上を踏まえ、今後は、「食文化」の意義を各年代層に伝えるべく、目標や事業内

容、及び事業の実施方法について見直し、改善していくことが求められます。 

見直しの

方向 

事業内容については、園児や児童生徒が啓発対象の中心となっていることから、高

齢者と子ども世代をつなぐため、若・中年層への働きかけを行うなど、効果的なター

ゲットに対して重点的に意識づけができる方法を検討します。 

指標については、目標値との乖離が大きく、実現に向けたハードルが高いことか

ら、現実的な目標設定を行い、食文化を受け継ぐ意義を各年代層に伝えていきます。 
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Ⅲ 指標及び施策の見直し 

１ 健康増進施策 
 

(1) 日々継続した身体活動・運動習慣づくり 

 

めざす姿 《中間見直し》 

毎日 10 分多く身体を動かそう 
 

 指標名（資料元） 
実績値 

(2018) 

実績値 

(2023) 

目標値 

(2029) 

 
１回 30 分以上の運動習慣がない人の割合
（特定健診） 

67.3％ 63.9％  

 
[見直し]１回 30 分以上の運動習慣が週 2
日以上、１年以上実施している人の割合 
（特定健診） 

32.7％ 36.1％ 40％以上 

 歩行速度が遅い人の割合（特定健診） 57.6％ 60.8％  

 
[見直し]歩行速度が速い人の割合（特定健
診） 

42.4％ 39.2％ 45％以上 

 

施策の方向 

年齢に応じた運動習慣づくりを促すため、運動教室などを通じて体操や運動知識の

普及を図り、地域の中で継続して取り組める情報提供を進めます。 

 

取組内容 《中間見直し》 

≫町民一人ひとりが取り組むこと 

⚫ 家事や日常生活の中で意識して動きましょう 

⚫ ラジオ体操・かわごえキラキラ体操などを自分のペースで継続しましょう 

⚫ 自分にあった運動を見つけましょう 

⚫ 外出する習慣を持ちましょう 

 

≫地域で取り組むこと 

⚫ 地域で運動やウォーキングを行うイベントを開催したり、グループを作ったりし
ましょう 

⚫ 誘い合って運動しましょう 
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≫行政が取り組むこと 

事業名 
主な対象 

事業内容 
子 成 高 

運動教室 

 ○ ○ 

運動教室を開催し、自分自身の健康管理
に関心を持ってもらい、日常生活に良い
運動習慣を取り入れてもらう動機付け
の場とします。また、特定保健指導対象
者や運動を始めたい方のきっかけづく
りとして筋力運動や有酸素運動を習慣
化できるよう、働きかけます。 

健康かわごえ推進協議会
活動の支援 

 ○ ○ 

健康づくりの担い手として、地区での運
動教室、健康教室などの開催を通して、
生活習慣病予防につながる活動を支援
するとともに、地域のつながりや交流を
大切にした健康づくりを推進します。 

川越町健康体操「かわごえ
キラキラ体操」の普及 ○ ○ ○ 

川越町をいきいきと元気にするための
ツールとして、また誰もが親しめる体操
として普及・啓発を行います。 

運動機能向上事業 
「かわごえパワーステー
ション」 

  ○ 

「100 歳になっても自活できる身体づく
り」をキャッチフレーズに、フレイル予
防及び要介護状態への移行を防ぐとと
もに、健康の保持増進を図ります。さら
に、主体的に地区教室の運営に携わる地
区のリーダー的役割の育成に努めます。 

いきいき百歳体操 

  ○ 

町民が主体的に運営する介護予防教室
として町内10地区での実施を促します。
開始から３か月後に体力測定を行い、継
続的に取り組めるよう支援します。 
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(2) バランスのとれた栄養・食生活習慣づくり 

 

めざす姿 《中間見直し》 

栄養や食生活についての正しい知識を得よう 
 

 指標名（資料元） 
実績値 

(2018) 

実績値 

(2023) 

目標値 

(2029) 

 ＢＭＩ25 以上の人の割合（特定健診） 28.6％ 33.3％  

 
[見直し]ＢＭＩ25 未満の人の割合（特定健
診） 

71.4％ 66.7％ 66％以上 

 
朝食を抜くことが週３回以上ある人の割
合（特定健診） 

6.8％ 7.9％ 
[見直し] 
7％以下 

 食べる速度が速い人の割合（特定健診） 33.1％ 32.5％ 26％以下 

 
就寝前の２時間以内に夕食をとることが
週３回以上ある人の割合（特定健診） 

16.4％ 15.2％ 12％以下 

 

施策の方向 

食を通じた規則正しい生活習慣づくりを促すため、ライフステージに応じた適切な

食事のあり方を普及・啓発し、改善が必要な人に対する指導を進めます。 

 

取組内容 《中間見直し》 

≫町民一人ひとりが取り組むこと 

⚫ 自分の適正体重を知り、定期的な体重測定と適切な食事量を心がけましょう 

⚫ 間食を控えましょう 

⚫ 食事を薄味にしましょう 

⚫ １日３食、規則正しく食事をとりましょう 

⚫ よく噛んで食べることと適切な食事量・食事内容の大切さについて学びましょう 

 

≫地域で取り組むこと 

⚫ 家族や仲間が揃って楽しい食事をする時間を増やしましょう 

⚫ 食生活改善推進連絡協議会は、健康料理教室、親子料理教室などを開催しましょ
う 
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≫行政が取り組むこと 

事業名 
主な対象 

事業内容 
子 成 高 

妊婦教室 
○ ○  

妊娠中の食事の適正量と栄養バランス
を学ぶ機会を作ります。 

離乳食教室 
○ ○  

乳幼児の健全な食生活を支援し、心身の
成長や発達を促します。 

育児相談 
乳幼児健診 ○ ○  

乳幼児の栄養相談を行い、幼児期におけ
る食事の摂り方の支援を行っていきま
す。 

栄養相談 
○ ○ ○ 

いきいきセンターを拠点とした栄養相
談を行います。 

健康教室 
 ○ ○ 

適正な食事のあり方を学び、自分自身の
栄養バランスを知ってもらい、普段の食
事に取り入れてもらう場とします。 

低栄養予防事業 

  ○ 

高齢期に起こりやすい低栄養を予防し、
心身や生活の機能を維持し、免疫力を維
持向上させ、要介護状態への移行を防ぎ
ます。 

低栄養改善事業・短期集中
サービス 

  ○ 
低体重の高齢者を対象に栄養指導を行
い、栄養状態の改善を支援します。 

食生活改善推進連絡協議
会の活動の支援 
（健康料理教室など） 

○ ○ ○ 

地域の食生活改善推進リーダーとして、
「私たちの健康は私たちの手で」という
スローガンを持って、健康な食生活、健
康なまちづくりを進めている食生活改
善推進連絡協議会による様々な活動を
支援します。 
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(3) ８０２０をめざした歯と口腔の健康づくり 

 

めざす姿 《中間見直し》 

いつまでも自分の歯で食べよう～８０２０をめざして～ 
 

 指標名（資料元） 
実績値 

(2018) 

実績値 

(2023) 

目標値 

(2029) 

 
１歳６か月児 う歯有病者率（三重の歯科
保健） 

1.35％ 
(2017) 

0.7％  

 
[見直し]１歳６か月児健診 むし歯のな
い人の割合（三重の歯科保健） 

98.7％ 
(2017) 

99.3％ 100％ 

 ３歳児 う歯有病者率（三重の歯科保健） 
13.42％ 
(2017) 

7.8％  

 
[見直し]３歳６か月児健診 むし歯のな
い人の割合（三重の歯科保健） 

86.6％ 
(2017) 

92.2％ 95％以上 

 
定期的に歯科に通院している割合（30 代健
診） 

58.1％ 71.4％ 
[見直し] 
70％以上 

 
食事を何でも噛んで食べる人の割合（特定
健診） 

── 75.0％ 
【新規】 
80％以上 

 

施策の方向 

健康の維持や病気の予防に、歯と口腔の健康が重要であることを普及・啓発し、ラ

イフステージに応じた歯科検診の受診を促します。 

 

取組内容 《中間見直し》 

≫町民一人ひとりが取り組むこと 

⚫ 甘い飲み物や食事量、摂取時間を考え、糖分のとりすぎに気をつけましょう 

⚫ 食事はゆっくりよく噛んで食べ、食後は歯みがきを行いましょう 

⚫ 定期的に歯科検診を受けましょう 

 

≫地域で取り組むこと 

⚫ 周囲に声をかけ合って、歯と口腔の健康に関する情報や知識を得るようにしまし
ょう 
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≫行政が取り組むこと 

事業名 
主な対象 

事業内容 
子 成 高 

【新規】妊婦歯科健診 
○ ○  

妊婦の口腔環境を整え、歯周病やむし歯
等の口腔トラブルを予防し、生まれてく
る子どもの健やかな成長につなげます。 

１歳６か月児健診 
３歳６か月児健診 ○ ○  

生活習慣の自立・むし歯予防・食事や栄
養などについて適切な指導を行い、子ど
もの健やかな歯の成長を促します。 

２歳６か月児歯科健診 

○ ○  

むし歯の悪化防止と適切な生活習慣へ
の意識付けを行うとともにフッ素塗布
を実施し、３歳６か月児健診でのむし歯
のない人の割合を増やします。 

歯の相談 
「歯ッピーキッズ」 

○ ○  

乳歯萌出期は、生涯の口腔衛生を守る上
で大切な時期であるため、保護者が子ど
ものむし歯予防に主体的に取り組める
よう、歯科衛生士による相談を行いま
す。 

30 代健診での歯科相談 
 ○  

30 代健診受診者全員に、歯科衛生士によ
る歯科相談を実施し、歯周病予防を主眼
とした生活習慣の改善を指導します。 

さわやか歯科検診 

 ○ ○ 

40 歳・50 歳・60 歳・70 歳の人を対象に
歯科検診を実施し、定期的な歯科受診に
つなげるとともに、歯の健康づくりに町
民が意欲的に取り組めるよう促します。 

口腔機能向上事業 
 ○ ○ 

全地区（2年 1クール）での「健口教室」
を開催し、歯科衛生士による講話、口腔
清掃の指導、健口体操を行います。 

ふれあい祭での歯科相談 
○ ○ ○ 

歯科衛生士による歯科相談を実施し、む
し歯予防・歯周病予防のための指導を行
います。 
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(4) 禁煙と節度ある飲酒による健康づくり 

 

めざす姿 《中間見直し》 

禁煙と節度ある飲酒に努めよう 
 

 指標名（資料元） 
実績値 

(2018) 

実績値 

(2023) 

目標値 

(2029) 

 喫煙率（特定健診） 15.5％ 14.1％ 
[見直し] 
12％以下 

 飲酒者の割合（特定健診「毎日飲む人」） 25.4％ 23.1％ 22％以下 

 

施策の方向 

喫煙や飲酒の健康への影響について、特に未成年者や妊産婦とその家族などに対し

ての普及・啓発活動を進めます。 

 

取組内容 《中間見直し》 

≫町民一人ひとりが取り組むこと 

⚫ たばこの害について学び、禁煙に努めましょう 

⚫ お酒の身体への影響について学び、休肝日を設けましょう 

⚫ 喫煙マナーを心がけましょう 

 

≫地域で取り組むこと 

⚫ 未成年者の喫煙・飲酒を防止しましょう 

⚫ 受動喫煙の防止に協力しましょう 

⚫ 地域や職場で喫煙マナーの向上に努めましょう 
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≫行政が取り組むこと 

事業名 
主な対象 

事業内容 
子 成 高 

妊産婦とその家族への 
禁煙サポート 

○ ○ ○ 

妊婦自身の喫煙のみならず、家族による
受動喫煙が胎児の発育に影響すること、
産後は乳幼児の小児喘息・乳児突然死症
候群につながるおそれがあることを伝
え、禁煙を促します。 

受動喫煙対策 
○ ○ ○ 

「健康増進法の一部を改正する法律」が
公布されたことを受け、町が運営する公
共施設を敷地内禁煙とします。 

各種教室・検診での喫煙・
飲酒についての情報提供
及び指導 

○ ○ ○ 
喫煙や飲酒による健康被害を防止し、禁
煙外来等の情報提供を行い、健康的な生
活を送ることをサポートします。 
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(5) 命を大切に、元気に暮らせるこころの健康づくり 

 

めざす姿 《中間見直し》 

一人ひとりの命を大切にしよう 

こころ豊かに元気に暮らそう 
 

 指標名（資料元） 
実績値 

(2018) 

実績値 

(2023) 

目標値 

(2029) 

 
睡眠で休養が得られていない人の割合（特
定健診） 

20.9％ 21.4％  

 
[見直し]睡眠で休養が得られている人の
割合（特定健診） 

79.1％ 78.6％ 85％以上 

 
【新規】6 時間以上睡眠時間を確保できて
いる人の割合（アンケート調査結果） 

 
55.2％ 
(2024) 

60％以上 

 
【新規】不安や悩みがある時に相談できる
人がいる割合（アンケート調査結果） 

 
78.6％ 
(2024) 

85％以上 

 自殺者数（川越町自殺対策行動計画） 
6人 

(2017) 
3人  

 
[見直し]自殺死亡率（人口 10万人あたり）
（第 2期川越町自殺対策行動計画） 

40.1 
(2017) 

25.8 12.5以下 

 
メンタルパートナー講習受講者数（第 2期
川越町自殺対策行動計画） 

── 
274人 
(5年間) 

200人以上 
(5年間) 

(注)「アンケート調査結果」は、｢食育｣と｢健康｣に関するアンケートの調査結果（参考資料参照）

を指します。（以下同じ） 

 

施策の方向 

こころの健康については誰もが当事者になり得ることを理解してもらえるよう、ラ

イフステージごと、生活特性ごとに知識の普及を図り、地域・職域ぐるみの自殺対策

を推進します。 

 

取組内容 《中間見直し》 

≫町民一人ひとりが取り組むこと 

⚫ 十分に休養・睡眠をとり、趣味・楽しみ・生きがいを持って楽しく過ごしましょう 

⚫ こころの健康に対する理解を深め、自分や家族のこころの健康を大切にしましょう 

⚫ 不安や悩みがある時にまわりの人や専門家に早めに相談しましょう 
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≫地域で取り組むこと 

⚫ 地域の中でお互いに声をかけ合い、人とのつながりを大切にしましょう 

⚫ そばにいる人の変化に気づき、声をかけ合いましょう 

 

≫行政が取り組むこと 

事業名 
主な対象 

事業内容 
子 成 高 

産婦健康診査事業 
○ ○  

産後の初期段階において産後うつの予
防や新生児の虐待予防を図ります。 

新生児(乳児)訪問 
○ ○  

質問紙を用いて、産後のこころの状態を
把握し、必要な支援につなげます。 

育児相談 

○ ○  

育児の不安や疑問、悩みを一人で抱える
ことがないよう相談する場を設け、保護
者同士の交流を図れるような空間を提
供し、育児不安の解消に努めます。あわ
せて、母子の状況を把握し、訪問や健診
後のフォローの場とします。 

こころの健康に関する相
談事業 ○ ○ ○ 

相談窓口の周知をより一層強化し、不
調・不安が続いている人について、相談
の機会を設け支援します。 

こころの健康教室 
○ ○ ○ 

こころのケアの大切さについて、町民が
身近に考えられる教室を開催します。 

メンタルパートナー研修
の開催 

 ○ ○ 

そばにいる人の変化に気づき、適切な支
援先につなげるメンタルパートナーの
養成を行い、悩んでいる人に対し、適切
な支援を行うことができるようにしま
す。 

個別ケア会議 
○ ○ ○ 

不調・不安が強く、生活に支障を来して
いる人について、関係機関でより良い支
援のあり方を検討します。 

【新規】川越町自殺対策推
進協議会 

○ ○ ○ 
年１回開催し、関係機関と情報共有し、
対策を推進します。 
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(6) 検診・健診受診による生活習慣病対策の促進 

 

めざす姿 《中間見直し》 

検診・健診を受けて健康管理に生かそう 
 

 指標名（資料元） 
実績値 

(2018) 

実績値 

(2023) 

目標値 

(2029) 

 
特定健康診査受診率（特定健康診査等実施
計画） 

41.2％ 
(2017) 

42.2％ 60％以上 

 
特定保健指導実施率（特定健康診査等実施
計画） 

24.8％ 
(2017) 

42.5％ 
(2022) 

60％以上 

 
【新規】「定期的な健(検)診受診」に取り組
んでいる人の割合（アンケート調査結果） 

 
55.0％ 
(2024) 

60％以上 

 胃がん検診受診率 8.3％ 6.4％  

 
[見直し]胃がん検診受診率（アンケート調
査結果） 

 
35.6％ 
(2024) 

50％以上 

 肺がん検診受診率 4.8％ 3.3％  

 
[見直し]肺がん検診受診率（アンケート調
査結果） 

 
33.4％ 
(2024) 

50％以上 

 大腸がん検診受診率 9.4％ 6.5％  

 
[見直し]大腸がん検診受診率（アンケート
調査結果） 

 
36.8％ 
(2024) 

50％以上 

 乳がん検診受診率 31.2％ 22.9％  

 
[見直し]乳がん検診受診率（アンケート調
査結果） 

 
51.1％ 
(2024) 

60％以上 

 子宮頸がん検診受診率 30.9％ 21.6％  

 
[見直し]子宮頸がん検診受診率（アンケー
ト調査結果） 

 
57.2％ 
(2024) 

70％以上 

 

施策の方向 

健康寿命の延伸に向けて、生活習慣病の発症の抑制につなげるため、検診・健診な

どによる病気やリスク因子の早期発見を図り、生活習慣の改善に向けた保健指導を充

実させます。 
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取組内容 《中間見直し》 

≫町民一人ひとりが取り組むこと 

⚫ 定期的に検診・健診を受けて生活習慣の改善を心がけましょう 

⚫ 定期的に体重を測り、適正体重の維持に努めましょう 

⚫ 規則正しい生活習慣を身につけましょう 

⚫ 検診・健診結果により、精密検査が必要となった場合は速やかに受診し、保健指
導が必要な場合は指導を受け、改善できるよう努めましょう 

 

≫地域で取り組むこと 

⚫ 生活習慣病予防につながる取り組みをしましょう 

⚫ 健康かわごえ推進協議会・食生活改善推進連絡協議会は、生活習慣病予防につな
がる各種教室を開催しましょう 

⚫ 周囲に声をかけ合って、検診・健診を受けるようにしましょう 

 

≫行政が取り組むこと 

事業名 
主な対象 

事業内容 
子 成 高 

30 代一般健康診査 

 ○  

受診者全員に対して保健師・管理栄養士
による指導を実施し、町民自らが健康へ
の自覚を高め、健康の保持増進、疾病の
予防に努められるよう支援します。 

特定健康診査、健康増進法
健康診査、及び国民健康保
険日帰り人間ドック 

 ○ ○ 
医療機関で、身体計測、血液検査をはじ
めとする総合的な健診を行います。 

肝炎ウイルス検診 
 ○ ○ 

医療機関で肝炎ウイルスへの感染の有
無を検査し、後日保健指導を行います。 

各種がん検診 
 ○ ○ 

がんに関する正しい知識の普及・啓発を
行い、がん検診の受診率を向上させ、が
んの早期発見・早期治療につなげます。 

ＣＫＤ（慢性腎臓病）予防
事業・糖尿病重症化予防事
業 

 ○ ○ 

個人面談・集団教室を開催し、生活習慣
の改善と適切な食事の摂取について指
導し、腎臓病・糖尿病の進行を防ぎます。
また、ＣＫＤ(慢性腎臓病)予防事業対象
者や重症化予防事業対象者には健康サ
ポート事業に来所してもらえるよう、電
話勧奨や訪問勧奨を行います。 

特定保健指導 

 ○ ○ 

メタボについての基礎知識の学習や生
活・運動及び食生活習慣の改善のための
指導を行い、実践を促します。また、未
受診者に対しては、電話勧奨に加え訪問
勧奨を実施し、希望者にはオンライン面
接や訪問面接を実施します。 
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２ 食育推進施策 
 

(1) 健康寿命の延伸につながる食育 

 

めざす姿 《中間見直し》 

栄養や食生活についての正しい知識を得よう 
 

 指標名（資料元） 
実績値 

(2018) 

実績値 

(2024) 

目標値 

(2029) 

 
主食・主菜・副菜３つを揃えて食べるのが
毎日２回以上の人の割合（アンケート調査
結果） 

38.5％ 34.3％ 
[見直し] 
50％以上 

 
夕食を家庭で調理せずに済ませることが
週１回以上の人の割合（アンケート調査結
果） 

31.9％ 37.1％ 20％以下 

 
朝食を欠食する人の割合（朝食を食べるの
が週３日以下の人の割合）（アンケート調
査結果） 

11.5％ 12.3％ 5％以下 

 

施策の方向 

高齢化がより一層進む中で、医療や介護を必要とせず、できる限り健康で暮らすこ

とができるよう、生活習慣病・低栄養などの発症や重症化を予防するための食生活の

実践を支援します。 

また、家庭、学校、地域、企業などの多くの関係者と連携を図り、正しい食習慣に

向けて、子どもから高齢者までの継続した取り組みを促します。 

 

取組内容 《中間見直し》 

≫町民一人ひとりが取り組むこと 

⚫ 主食、主菜、副菜を揃えることによる栄養バランスを理解し、実践しましょう 

⚫ 「毎日プラス一皿の野菜」を実践しましょう 

⚫ 上手に「中食」を取り入れ、「家でひと手間かけた料理」を実践しましょう 

⚫ 外食では栄養バランスの良いものを選びましょう 

⚫ 「早寝早起き朝ごはん」を実践しましょう 

⚫ 食育に関するイベントに参加しましょう 
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≫保育所、幼稚園、学校で取り組むこと 

⚫ 栄養バランスの整った給食を提供します 

⚫ 主食・主菜・副菜の揃った食事をとること、好き嫌いをなくすことなどを啓発し
ます 

⚫ 保育所、幼稚園、小・中学校の各年代に応じて食に関する指導を行います 

⚫ 「早寝早起き朝ごはん」の啓発を行い、朝ごはんの大切さについての指導を行い
ます 

 

≫地域で取り組むこと 

⚫ 「健康づくり応援の店」に参加しましょう 

⚫ 飲食店や社員食堂では健康づくりを意識したメニューの提供を行いましょう 

⚫ 企業の社会貢献活動として、子どもたちへの食育を推進しましょう 

⚫ 食生活改善推進連絡協議会は、健康料理教室、親子料理教室などを開催しましょ
う 

⚫ 企業や店舗は、食育に関する情報提供を行いましょう 

 

≫行政が取り組むこと 

事業名 
主な対象 

事業内容 
子 成 高 

妊婦教室 
○ ○  

妊娠中の食事の適正量と栄養バランス
を学ぶ機会を作り、実践を促します。 

離乳食教室 

○ ○  

食事の大切さを啓発し、乳児期が、生涯
を通じて最も発育が盛んであり、食生活
の基礎を作る重要な時期であることの
意識付けを行い、実践を促します。 

育児相談 

○ ○  

乳幼児の栄養相談を行います。 

乳幼児健診 １歳６か月児、２歳６か月児、３歳６か
月児への栄養指導を行います。 

食育に関する広報・情報発
信の推進 ○ ○  

「食育だより」を発行し、家庭・地域と
行政を結ぶ情報発信のための大切なツ
ールとして活用します。 

よく噛んで食べることの
啓発 

○  ○ 

給食献立での「かみかみメニュー」の設
定や高齢者向けの口腔ケア教室などを
通じて、「よく噛んで食べる」ことの重要
性を周知し、習慣付けを図ります。 

【新規】あいあいセンター
図書室による「食」に関す
る展示・特集 

○ ○ ○ 

食卓の重要性、効率的な栄養の取り方、
食の安全性、食文化、食品ロスなどにつ
いての本を集めて一般・児童それぞれ特
集コーナーを設置します。 
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低栄養予防事業 
(通称)「体にえ～よ～栄養
教室」 

  ○ 

高齢期に起こりやすい低栄養を予防し、
心身や生活の機能を維持するとともに、
免疫力を維持向上させ、介護を必要とす
る状態への移行防止に努めます。 

低栄養改善事業・短期集中
サービス   ○ 

ＢＭＩ1818.5 未満の低体重の高齢者を対
象に、低栄養にならないための栄養指導
を行います。 

蛍雪学園における啓発 

  ○ 

各種講座のテーマに「健康な食生活」を
加えることで、教養の向上や健康の維
持・増進を図り、明るく豊かで活力ある
生活を促します。 

食育体験ツアー 
○   

食育体験ツアーを開催し、野菜・果物な
どを食べることの大切さを学ぶ機会を
作ります。 

早寝早起き朝ごはんの啓
発 ○ ○  

「食育だより」を通じて啓発を行い、「早
寝早起き朝ごはん」の習慣付けにつなげ
ます。 

栄養相談・健康相談 
 ○ ○ 

いきいきセンターを拠点とした栄養相
談、健康相談を行い、生活習慣病予防に
努めます。 

特定保健指導・重症化予防
事業 

 ○ ○ 

特定健診の結果に基づき、特定保健指導
対象者と重症化のおそれのあるハイリ
スクの方に対して保健指導を行い、重症
化予防に努めます。 

【新規】高齢者の保健事業
と介護予防との一体的実
施 

  ○ 

75 歳以上の後期高齢者を対象に、健診・
医療・介護など、健康課題の全体像を把
握し、高齢者の健康維持とフレイル予防
に努めます。 

 

  

 
18 ＢＭＩ（体格指数）：身長と体重から算出する体格指数で、肥満度の目安となるもの。計算式は、体重
（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）であり、18.5 以上 25 未満を標準とする。〈再掲〉 
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(2) 町民の輪を作る食育 

 

めざす姿 《中間見直し》 

みんなで一緒に食事で楽しくコミュニケーションをとろう 
 

 指標名（資料元） 
実績値 

(2018) 

実績値 

(2024) 

目標値 

(2029) 

 
「食育」に関心がある人の割合（ある＋ど
ちらかといえばある）（アンケート調査結
果） 

73.6％ 73.1％ 90％以上 

 
誰かと一緒に朝食・夕食を食べる平均回数
（アンケート調査結果※） 

週 8.5 回 週 8.1 回 
週 10 回 
以上 

※ アンケート調査においては「家族と一緒に」という設問でしたが、国の施策の方向性を受けて、
一人暮らしなどにも配慮して「誰かと一緒に」という指標として設定します。 

 

施策の方向 

豊かな食生活の基本は「おいしく・楽しく食べること」であることから、食に携わ

るさまざまな関係機関や町民主体の地域活動などとの連携・協働をもとに、家庭の中、

地域の中における「共食」など、町民の食育の輪づくりを促進します。 

 

取組内容 《中間見直し》 

≫町民一人ひとりが取り組むこと 

⚫ 「食育の日」（毎月 19 日）や「食育月間」（６月）を意識しましょう 

⚫ ボランティア活動、地域活動などに参加しましょう 

⚫ 「共食」を進めるため、食事づくりや準備に加わって楽しく食べましょう 

⚫ おいしく・楽しく食べられるよう、食事時間にゆとりを持ちましょう 

 

≫保育所、幼稚園、学校で取り組むこと 

⚫ 保育所、幼稚園では、「食を営む力」の基礎を培う「食育」を実践し、楽しく食べ
るよう促します 

⚫ 「食」にかかわる人への感謝の気持ちを持てるように啓発します 

⚫ 給食試食会などを通して、食育についての意識を高めます 
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≫地域で取り組むこと 

⚫ 料理サークルなどは、料理の普及に関する活動を行いましょう 

⚫ 青少年育成町民会議、スポーツ少年団などの組織は、食育の啓発を行いましょう 

⚫ 企業は、従業員が家族団らんできるように努めましょう 

⚫ 地域における町民どうしの「共食」・交流の機会づくりを行いましょう 

⚫ 作物を一緒に作って、一緒に食べることを通して交流を深めましょう 

 

≫行政が取り組むこと 

事業名 事業内容 

食育の日(毎月 19 日)や食
育月間(６月)の普及・啓発 

広報紙やホームページ、ケーブルテレビなどを通じ、
食育の日には、誰かと「共食」をしたり、「和食」を
食べたりする日などとして啓発を行い、食育への関
心を高めます。 

川越ふれあい祭 各種ボランティア団体とともに川越ふれあい祭を開
催し、町民が健康の大切さを再認識し、毎日の生活を
振り返る機会を作ります。 

食生活改善推進連絡協議会
活動の支援 

定例の伝達講習会のほか、健康推進委員への料理講
習、ふれあい祭など、食生活改善推進連絡協議会のさ
まざまな活動を支援し、食育の普及を図ります。 

保育所、幼稚園、学校で収
穫したものを用いたクッキ
ング 

保育所、幼稚園、学校などで収穫野菜などを用いたク
ッキング体験を行い、調理を通じて食べる楽しみや
食への意欲を引き出します。あわせて、持ち帰った収
穫物を家庭でも調理することで、食への興味を持ち、
食の話題を広げることにもつなげます。 

イベントにおける食に関す
る啓発 

青少年育成町民会議の家庭教育講演会やスポーツ少
年団研修において食育をテーマに取り上げたり、食
に関する講演会などのイベントを企画・開催し、講演
会の場で啓発チラシを配布したりすることにより、
食生活についての関心を高めます。 

料理教室 親子や若い世代などを中心に調理実習を行い、食事
づくりを楽しむ機会を作り、実践を促します。 

【新規】親子食堂 ひとり親家庭の世帯を対象に親子のコミュニケーシ
ョンの活性化、親のレスパイト、地域とのつながりづ
くりを目的に食事を提供する機会を設けます。 

【新規】男性料理教室（老
人クラブ） 

料理教室を通して地域の仲間を増やし、料理を楽し
む機会を作ります。給食ボランティアや女性会員の
指導のもと、基本的な調理方法・技術の習得を促しま
す。 
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(3) 食の循環や環境を意識した食育 

 

めざす姿 《中間見直し》 

食べ物の背景を考えて、感謝の気持ちを持とう 
 

 指標名（資料元） 
実績値 

(2018) 

実績値 

(2024) 

目標値 

(2029) 

 
学校給食における地場産物を利用する割
合（教育委員会調べ） 

30.9％ 25.1％ 
[見直し] 
35％以上 

 
地場産物の食品を意識して購入している
人の割合（アンケート調査結果） 

── 66.8％ 80％以上 

 
「食品ロス」を知っていて、軽減のために
取り組んでいる人の割合（アンケート調査
結果） 

79.5％ 90.4％ 90％以上 

 
安全な食生活を送ることについて判断し
ている人の割合（アンケート調査結果） 

60.8％ 62.7％ 80％以上 

 

施策の方向 

食べ物に感謝するこころを育てるため、自然の恵みや食料の生産から消費に至る食

の循環に対する意識を高め、理解を深めるとともに、環境への大きな負荷となってい

る食品ロスの削減などにも配慮した食育を推進します。 

 

取組内容 《中間見直し》 

≫町民一人ひとりが取り組むこと 

⚫ 食べ物に感謝しましょう 

⚫ フードマイレージ19を意識し、地場産物を活用したり、家庭菜園を試みたりしま

しょう 

⚫ 「冷蔵庫のクリーンアップデー20」を実践しましょう 

⚫ エコクッキング21を心がけ、食べる量を考えて調理しましょう 

⚫ 食べ残しをなくしつつ、生ごみの堆肥化に協力しましょう 

⚫ 外食では食べられるだけの量を注文しましょう 

  

 
19 フードマイレージ：食材が輸送される距離を現し、（重量×距離）で表される。この数値が高いほど輸送
のために大量の燃料がかかり、ＣＯ２が排出され、環境への負担となる。 

20 クリーンアップデー：食品ロス削減のため、例えば毎週金曜日は冷蔵庫内を点検し、期限の近いもの、残
り物を使い切ろうとする運動。 

21 エコクッキング：食品ロス削減のため、今まで捨てていた野菜の茎などを使い、調理を行うこと。 
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≫保育所、幼稚園、学校で取り組むこと 

⚫ 小・中学校では、食料の生産・流通・消費、また地場産物について学ばせます 

⚫ 給食に旬のものを取り入れます 

⚫ 「もったいない」をキーワードに、食べ物を残さないように声掛けを行います 

⚫ 食べ残しをなくすキャンペーンの日を設定します 

 

≫地域で取り組むこと 

⚫ 農林水産業に関連する団体は、野菜づくり教室を開催しましょう 

⚫ 野菜づくりの得意な人は、協力し合ってまわりの人に作り方を教えましょう 

⚫ ふれあい広場朝市を開催しましょう 

⚫ スーパーマーケットにおいては、地場産コーナーを設置しましょう 

⚫ 食品ロス削減運動（「３０１０運動22」、「すぐたべくん23」の啓発）に取り組みま

しょう 

⚫ 飲食店や職場などにおいては、「食べ残しなし」のＰＲとともに少ない盛りつけ
を選べるようにしましょう 

⚫ 外食産業においては、食品ロス削減や食の安全に対する取り組みを進めましょう 

 

≫行政が取り組むこと 

事業名 事業内容 

いきいき農園の利用促進 町民が野菜や花の栽培を通じて自然に親しみ、農作
業の一端を体験することで、農業への理解を高める
ため、いきいき農園の利用促進を行います。 

ふれあい広場の活用促進 「ふれあい広場朝市」をはじめ、農水産物などの販売
や交流のためのイベントなどの取り組みを促進する
ことで、生産者と消費者のふれあいを図ります。 

保育所、幼稚園、学校など
での野菜づくり 

地域のボランティアの協力を得ながら、保育所、幼稚
園、学校などで野菜の栽培を行い、野菜の成長を見守
り収穫する体験を通して食べ物への感謝の気持ちを
育みます。 

学校給食献立における地場
産物の取り入れ 

学校給食献立に、川越町産コシヒカリを使用した「み
え地物一番給食の日」を月２回実施し、地産地消に対
する意識を高めます。 

 
22 ３０１０運動：注文の際、適量を注文し、乾杯後 30 分は料理を楽しみ、お開き前 10 分は席に戻って料理
を楽しむことを推奨する運動。 

23 すぐたべくん：賞味期限や消費期限がより長い商品を選択的に購入するのではなく、陳列順に購入すると
いった消費行動を消費者に訴えかけるキャラクター。 
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「食品ロス」削減に関する
普及・啓発 

広報紙やごみ分別アプリ、ケーブルテレビなどを通
じ、「食品ロス」削減についての普及・啓発を行い、
「食品ロス」の削減を推進します。また、令和７年度
より、生ごみ回収量と堆肥配布数を事業実績に記載
するとともに広報やごみ分別アプリで町民へ周知す
ることにより、「食品ロス」への関心を高め、資源を
循環することをＰＲしていきます。 

食べ残し、生ごみの堆肥化 給食で出た野菜クズや食べ残し、家庭から出た生ご
みを堆肥にして配布し、「食品ロス」削減についての
意識を高めます。 

給食センターの見学 
（小学校１年生） 

給食センターの見学を通じて、「食べ物への感謝」や
「食にかかわる人びとへの感謝」などの気持ちを育
みます。 

食の安全安心、食品表示に
関する情報提供 

広報紙やホームページ、ケーブルテレビなどを通じ、
食の安全安心や食品表示に関する情報提供を行うこ
とで、安全な食生活についての知識を伝え、町民自ら
が正しい判断ができるよう促します。 

食物アレルギーに関する相
談 

育児相談や乳幼児健診時に、食物アレルギーについ
ての相談を行います。 
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(4) 食文化の継承に向けた食育 

 

めざす姿 《中間見直し》 

日本の食文化の良さを知り、食を通して伝えよう 
 

 指標名（資料元） 
実績値 

(2018) 

実績値 

(2024) 

目標値 

(2029) 

 
食文化を受け継ぎ、地域や次世代に伝えて
いる人の割合（アンケート調査結果） 

20.3％(※) 14.6％(※) 
[見直し] 
25％以上 

※ アンケート調査において「受け継いでいる」と「伝えている」の二つを掛け合わせて、「受け継
ぎ、伝えている」人を計算しています。 

 

施策の方向 

郷土料理、伝統食材、また食のマナーなど日本の食文化を次世代に継承していくた

め、町民の理解を深めるとともに、新たな食文化を創造し、発信していくことを通し

て、食に対する関心を高めます。 

 

取組内容 《中間見直し》 

≫町民一人ひとりが取り組むこと 

⚫ 和食の良さを知り、和食に親しみましょう 

⚫ 家庭や地域において、行事食や郷土料理にふれる機会を作りましょう 

⚫ 食のマナーを子どもたちに伝え、正しい配膳を行いましょう 

 

≫保育所、幼稚園、学校で取り組むこと 

⚫ 行事食や郷土料理など食文化の啓発を行います 

⚫ 給食において、行事食や郷土料理の提供を行います 

⚫ 正しい配膳や食のマナーなどに関する指導を行います 

 

≫地域で取り組むこと 

⚫ ボランティア団体などは、食文化の伝承に協力しましょう 

⚫ 飲食店、スーパーマーケットや職場などでは、行事食や郷土料理にふれる機会を
作りましょう 

  



48 

≫行政が取り組むこと 

事業名 事業内容 

「和食の日」(11 月 24 日)
の普及・啓発 

毎年 11 月 24 日の「和食の日」に啓発を行い、和食の
良さを知らせ、町民にふだんの食生活を見直し、和食
に親しんでもらうなど、意識を高めます。 
学校給食においては、この日に合わせて和食の献立
を提供するとともに、給食だよりを活用してだしの
旨味を味わう日本の食文化への理解を深める食育を
行います。 

茶道体験活動 日本の文化と作法を学ぶため、茶道体験の機会を設
けます。 

「だし」教室 「味覚」の中に「うまみ」があることを知らせ、「だ
しの取り方」をデモンストレーションして体感する
（聞く、見る、においを嗅ぐ、触る、食べる）教室を
開催し、和食への関心を高めます。 

【新規】食育講座 中学生に対し、食育推進計画の概要の説明の中で、
「食文化の継承」についての講座を行い、食文化につ
いての理解を深める機会を作ります。 

食文化の伝承 食のボランティア団体の活動や各種料理教室だけに
限らず、蛍雪学園などのさまざまな取り組みにおい
て、行事食の紹介など食育の要素を取り入れ、食文化
を次世代に伝えます。さらに、地域の食材を利用した
新しい料理を作り出そうとする積極的な活動を促進
します。 
また、各地区公民館での健康・運動教室を通じて、町
民一人ひとりが食文化の継承者であることを理解
し、地域や家族に自分が受け継いだ｢味｣や｢作法｣な
どを伝承するよう促します。 

「川越の食」に関する検討 川越町の地域性を生かした「食」についての研究・検
討を行います。 
地域の産物への関心を高め、地域の食文化について
学ぶため、川越町産小麦を使用した「かわごえロール
パン」を月１回学校給食で提供します。 
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Ⅳ 計画の最終目標に向けて 

本計画の計画期間は令和２年度から令和 11 年度までの 10 年間であり、この「中間

評価報告書」に沿って、今後、後半の５年間（令和７年度～令和 11 年度）の取り組

みを進めます。 

中間評価を踏まえて、現実的な目標値へと見直し、取組内容のうち特に「行政が取

り組むこと」については、コロナ禍を経て大きく内容が変わった部分もありますが、

本計画の「Ⅴ 計画の推進にあたって」に示しているとおり、基本的な推進の方向性

は変わりません。それは、「町民一人ひとりの主体性」が大切であり、「町民ぐるみで

の推進体制」が町民一人ひとりの背中を押すということです。「健康日本21（第三次）」

が掲げる「自然に健康になれる環境づくり」や行動経済学の「ナッジ理論24」が重要

視される中で、この推進の意義はより一層意味を増していると考えられます。 

このため、本計画に示すとおり、健康づくり推進協議会や食育推進協議会を中心と

した関係団体間のネットワークをさらに強化するとともに、地域、学校、団体、企業、

行政が連携し、協働の取り組みを充実させることによって、最終目標の実現をめざし

ます。 

 

 

 
24 ナッジ理論：英語でナッジ（nudge）は「ひじで小突く」「そっと押して動かす」の意味。行動科学の知見
から、望ましい行動をとれるよう人を後押しするアプローチのこと。 
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参考資料 

○「食育」と「健康」に関するアンケート結果（抜粋） 
 

Ⅰ 調査の概要 

１．調査の目的 

川越町では、現在、令和元年度に策定した「健康増進計画・食育推進計画」の中間評価作業

を進めています。このアンケート調査は、計画の評価にあたって、町民の皆さまの食生活・食

育及び健康に対する意識などを把握するために行ったものです。 

 

２．調査の方法 

① 調査対象地域 川越町全域 

② 調査対象者 町内に住む 20 歳以上の人 

③ 調査期間 令和 6年 8月～9月 

④ 調査方法 郵送によって配布し、調査票またはウェブにて回答・回収 

 

３．配布・回収数 

配布数 回収数 回収率 白紙回答 有効回収数 有効回収率 

1,000 419 41.9％ 0 419 41.9％ 

うち調査票 321 32.1％ 0 321 32.1％ 

うちウェブ 98 9.8％ － 98 9.8％ 

 

４．報告書の見方(注意事項) 

① グラフ及び表中の n数(number of case)は、「無回答」や「不明」を除く有効回答者数を表

しています。 

② 調査結果(表中)の比率は、その設問の有効回答者数を基数として、小数点以下第 2 位を四

捨五入して算出し、小数点以下第 1 位までを表示しています。したがって、回答者比率の

合計は必ずしも 100％にならない場合があります。 

③ 複数回答形式(複数の選択肢から 2 つ以上の選択肢を選ぶ方式)の設問については、その設

問の有効回答者数を基数として比率を算出しています。したがって、すべての回答比率の

合計が 100％を超えることがあります。 

 

 

  ※記述回答の設問のうち、問 1-(2)、問 6-(3)、問 10は省略しています。 
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79.4% 5.3% 5.0% 10.2%【n=2,284】

ほとんど毎日食べる 週に４～５日食べる 週に２～３日食べる

ほとんど食べない

83.9%

84.7%

3.8%

3.8%

3.4%

3.8%

8.9%

7.7%

今回調査

【n=417】

前回調査

【n=470】

ほとんど毎日食べる 週に４～５日食べる 週に２～３日食べる

ほとんど食べない

Ⅱ 調査結果（概要） 

 

問１ ふだんの食事についておたずねします。 

（１）あなたはふだん朝食を食べますか。（択一回答） 

⚫ ふだん朝食を食べるか聞いたところ、「ほとんど毎日食べる」が 83.9％、「ほとんど食べな

い」が 8.9％となっています。前回調査から大きな変化はみられません。農林水産省の全国

調査（令和 5 年度「食育に関する意識調査」）では「ほとんど毎日食べる」が 79.4％、「ほ

とんど食べない」が 10.2％であり、同傾向を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 令和 5年度「食育に関する意識調査」 
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35.7%

39.8%

5.1%

5.4%

8.9%

9.3%

8.9%

12.0%

41.3%

33.5%

今回調査

【n=414】

前回調査

【n=460】

ほとんど毎日食べる 週に４～５日食べる 週に２～３日食べる

週に１日程度食べる ほとんど食べない

44.6% 6.0% 12.5% 8.7% 28.2%【n=1,913】

ほとんど毎日 週に４～５日 週に２～３日

週に１日程度 ほとんどない

（３）家族と一緒に朝食を食べることはどのくらいありますか。（択一回答） 

⚫ 家族と一緒の朝食について、「ほとんど毎日食べる」が 35.7％である一方、「ほとんど食べ

ない」が 41.3％となり、二極化の傾向がみられます。前回調査と比較すると、「ほとんど毎

日食べる」が 4.1 ポイント低下し、「ほとんど食べない」が 7.8 ポイント増加しています。

農林水産省の全国調査（令和 5 年度「食育に関する意識調査」）では「ほとんど毎日」が

44.6％、「ほとんどない」が 28.2％であり、「ほとんど毎日食べる」が全国結果を 8.9 ポイ

ント下回り、「ほとんど食べない」が 13.1 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 令和 5年度「食育に関する意識調査」 
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61.5%

60.0%

9.4%

10.3%

10.7%

14.7%

4.4%

4.8%

14.0%

10.3%

今回調査

【n=413】

前回調査

【n=457】

ほとんど毎日食べる 週に４～５日食べる 週に２～３日食べる

週に１日程度食べる ほとんど食べない

3.1%

3.0%

4.8%

3.2%

29.2%

25.7%

34.3%

37.6%

10.9%

13.4%

17.6%

17.2%

今回調査

【n=414】

前回調査

【n=471】

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に１～２日

年に数回程度 ほとんどない

64.1% 11.5% 13.5% 4.5% 6.4%【n=1,918】

ほとんど毎日 週に４～５日 週に２～３日

週に１日程度 ほとんどない

（４）家族と一緒に夕食を食べることはどのくらいありますか。（択一回答） 

⚫ 家族と一緒の夕食については、「ほとんど毎日食べる」が 61.5％と約 6割が一緒に夕食を食

べています。また、「ほとんど食べない」は 14.0％にとどまっています。前回調査と比較す

ると、「ほとんど食べない」が 3.7 ポイント増加しました。農林水産省の全国調査（令和 5

年度「食育に関する意識調査」）では「ほとんど毎日」が 64.1％、「ほとんどない」が 6.4％

であり、「ほとんど毎日食べる」が全国結果を 2.6 ポイント下回り、「ほとんど食べない」が

7.6 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 令和 5年度「食育に関する意識調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）夕食において、家庭で全く調理せずに食事をすること（外食または市販弁当のみ）

はどのくらいありますか。（択一回答） 

⚫ 夕食を家庭で調理せずに食事することは、「月に１～２日が 34.3％と最も高く、「週に１～

２日」が 29.2％で続き、「ほとんどない」は 17.6％となっています。前回調査と比較する

と、「週に１～２日」が 3.5 ポイント増加しました。 
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34.3%

38.5%

22.1%

22.0%

24.7%

25.0%

18.9%

14.5%

今回調査

【n=417】

前回調査

【n=468】

ほぼ毎日 週に４～５日 週に２～３日 ほとんどない

38.8% 22.3% 25.1% 13.8%【n=2,275】

ほぼ毎日 週に４～５日 週に２～３日 ほとんどない

（６）主食（ごはん、パン、麺など）・主菜（肉・魚・卵・大豆製品などを使ったメインの

料理）・副菜（野菜・きのこ・いも・海藻などを使った小鉢・小皿の料理）を３つそ

ろえて食べることが１日に２回以上あるのは、週に何日ありますか。（択一回答） 

⚫ 主食・主菜・副菜の３つをそろえて食べることについては、「ほぼ毎日」が 34.3％と最も高

く、次いで「週に２～３日」が 24.7％、「週に４～５日」が 22.1％、「ほとんどない」が 18.9％

となっています。前回調査と比較すると、「ほぼ毎日」が 4.2 ポイント低下し、「ほとんどな

い」が 4.4 ポイント増加しました。農林水産省の全国調査（令和 5 年度「食育に関する意

識調査」）と比べると、「ほぼ毎日」が全国調査を 4.5 ポイント下回り、逆に「ほとんどな

い」が 5.1 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 令和 5年度「食育に関する意識調査」 
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15.6%

13.9%

51.4%

54.3%

17.3%

18.5%

2.6%

1.7%

13.0%

11.6%

今回調査

【n=416】

前回調査

【n=466】

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない

全くそう思わない わからない

26.7%

28.3%

46.4%

45.3%

21.4%

20.4%

5.5%

6.0%

今回調査

【n=416】

前回調査

【n=466】

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない

24.2% 54.6% 17.9% 3.2%【n=2,286】

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない

問２ 「食育」についておたずねします。 

（１）あなたは、「食育」に関心がありますか。（択一回答） 

⚫ 「食育」に対する関心については、「関心がある」が 26.7％、「どちらかといえば関心があ

る」が 46.4％であり、73.1％の人が関心を持っています。前回調査からほぼ変化はみられ

ません。農林水産省の全国調査（令和 5年度「食育に関する意識調査」）では合わせて 78.8％

となっており、全国調査を 5.7 ポイント下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 令和 5年度「食育に関する意識調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）あなたは、今後、ふだんの食生活の中で、「食育」に取り組んでいきたいと思います

か。（択一回答） 

⚫ 今後、「食育」に取り組んでいきたいかどうかについて、「とてもそう思う」が 15.6％、「そ

う思う」が 51.4％となり、約 70％が取り組む意欲を持っていることが伺えます。前回調査

から「とてもそう思う」は 1.7 ポイント増加したものの、「そう思う」が 2.9 ポイント低下

したため、取り組む意欲を持っている方は 4.1 ポイント低下しました。 
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15.6% 46.4% 30.3% 7.8%【n=2,244】

いつも選んでいる 時々選んでいる

あまり選んでいない まったく選んでいない

18.8% 48.0% 26.0% 7.2%n=415

いつも選んでいる 時々選んでいる

あまり選んでいない まったく選んでいない

18.4% 50.2% 23.1% 8.3%【n=2,267】

いつも選んでいる 時々選んでいる

あまり選んでいない まったく選んでいない

15.1% 44.2% 33.7% 7.0%n=416

いつも選んでいる 時々選んでいる

あまり選んでいない まったく選んでいない

問３ 環境への配慮や産地・生産者への意識についておたずねします。 

（１）あなたは、日頃から環境に配慮した農林水産物・食品を選んでいますか。 

（択一回答） 

⚫ 日頃から環境に配慮した農林水産物・食品を選んでいるかどうかについて、「いつも選んで
いる」の 15.1％に、「時々選んでいる」の 44.2％を加えると、約 60％が環境への配慮の意

識があることが伺えます。農林水産省の全国調査（令和 5年度「食育に関する意識調査」）

では、「いつも選んでいる」が 15.6％、「時々選んでいる」が 46.4％であり、同傾向を示し

ています。 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 令和 5年度「食育に関する意識調査」 

 

 

 

 

 

 

（２）あなたは、産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選んでいますか。 

（択一回答） 

⚫ 産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選んでいるかどうかについては、「いつも選ん
でいる」の 18.8％に、「時々選んでいる」の 48.0％を加えると、66.8％が産地や生産者を意

識していることが伺えます。農林水産省の全国調査（令和 5年度「食育に関する意識調査」）

では、「いつも選んでいる」が 18.4％、「時々選んでいる」が 50.2％であり、同傾向を示し

ています。 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 令和 5年度「食育に関する意識調査」 
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39.2%

29.4%

52.9%

54.3%

5.7%

13.1%

2.2%

3.2%

今回調査

【n=418】

前回調査

【n=466】

よく知っていた ある程度知っていた

あまり知らなかった ほとんど又は全く知らなかった

23.7% 55.1% 11.6% 9.5%【n=5,000】

よく知っている ある程度知っている あまり知らない

全く知らない

問４ 「食品ロス」についておたずねします。 

（１）あなたは、こうした「食品ロス」が問題となっていることを知っていましたか。 

（択一回答） 

⚫ 「食品ロス」の問題について、「よく知っていた」の 39.2％に、「ある程度知っていた」の

52.9％を加えると、92.1％がこの問題に対する認識を持っていることが伺えます。前回調

査と比較すると、8.4 ポイント増加しています。消費者庁の全国調査（令和 5年度「消費生

活意識調査(第 2回)」）では、「よく知っている」が 23.7％、「ある程度知っている」が 55.1％

であり、全国調査を 13.3 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費者庁 令和 5年度「消費生活意識調査(第 2回)」 
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76.5%

67.1%

58.0%

46.0%

35.5%

35.3%

35.0%

30.7%

30.5%

20.6%

7.2%

1.2%

2.2%

64.2%

59.4%

53.2%

37.6%

27.9%

37.3%

44.6%

3.0%

2.8%

0 20 40 60 80 100

今回調査【n=417】 前回調査【n=466】

残さずに食べる

 賞味期限 を過ぎてもすぐに捨てるのではなく 
自分で食べられるか判断する

冷凍保存を活用する

期限間近による値引き商品・ポイント還元の商品
を率先して選ぶ(※今回調査選択肢)

飲食店等で注文しすぎない

料理を作りすぎない

日頃から冷蔵庫などの食材の種類・量・期限表示
を確認する

小分け商品、少量パック商品、バラ売り等、食べ
きれる量を購入する

残った料理を別の料理に作り替える（リメイクする）
など、工夫して食べる(※今回調査選択肢)

商品棚の手前に並ぶ期限の近い商品を購入する
（いわゆる「てまえどり」）(※今回調査選択肢)

外食時には、小盛りメニュー等希望に沿った量で
料理を提供する店舗を選ぶ(※今回調査選択肢)

その他

取り組んでいることはない

（２）あなたは、「食品ロス」を軽減するために取り組んでいることはありますか。 

（複数回答） 

⚫ 「食品ロス」を軽減するために取り組んでいることは、「残さずに食べる」が 76.5％で最も

高く、「｢賞味期限｣を過ぎてもすぐに捨てるのではなく､自分で食べられるか判断する」が

67.1％、「冷凍保存を活用する」が 58.0％と続いています。 

⚫ 消費者庁の全国調査（令和 5年度「消費生活意識調査(第 2回)」）と比較すると、「「賞味期

限」を過ぎてもすぐに捨てるのではなく、自分で食べられるか判断する」は 19.6 ポイント、

「冷凍保存を活用する」は 15.5 ポイント、「残さずに食べる」は 15.4 ポイント、「期限間

近による値引き商品・ポイント還元の商品を率先して選ぶ」は 14.9 ポイントなど、ほとん

どの項目で全国調査の割合を上回っており、食品ロス削減に対する意識の高さが伺えます。 
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61.1%

47.5%

42.5%

31.1%

32.3%

31.1%

33.2%

25.6%

21.0%

16.3%

9.1%

11.7%

0.3%

15.3%

0 20 40 60 80 100

【n=5,000】

残さずに食べる

 賞味期限 を過ぎてもすぐに捨てるのではなく 
自分で食べられるか判断する

冷凍保存を活用する

期限間近による値引き商品・ポイント還元の商品
を率先して選ぶ

飲食店等で注文しすぎない

料理を作りすぎない

日頃から冷蔵庫などの食材の種類・量・期限表示
を確認する

小分け商品、少量パック商品、バラ売り等、食べ
きれる量を購入する

残った料理を別の料理に作り替える（リメイクする）
など、工夫して食べる

商品棚の手前に並ぶ期限の近い商品を購入する
（いわゆる「てまえどり」）

外食時には、小盛りメニュー等希望に沿った量で
料理を提供する店舗を選ぶ

飲食店等で食べ残した場合は持ち帰る

その他

取り組んでいることはない

 

消費者庁 令和 5年度「消費生活意識調査(第 2回)」 
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8.9%

4.7%

52.8%

57.3%

29.5%

29.4%

5.5%

3.0%

3.4%

5.6%

今回調査

【n=417】

前回調査

【n=466】

十分にあると思う ある程度あると思う あまりないと思う

全くないと思う わからない

9.1% 66.1% 22.6% 2.2%【n=2,285】

十分にあると思う ある程度あると思う あまりないと思う

全くないと思う

問５ アレルギーなどの食品表示を確認したり、食中毒や食品による健康被害を防ぐため

にはどのような食品を選択するとよいかや、どのような調理が必要かなどといった、

安全な食生活についておたずねします。 

（１）あなたは、安全な食生活を送るための、食品の安全性に関する基礎的な知識がある

と思いますか。（択一回答） 

⚫ 食品の安全性に関する基礎的な知識については、「十分にあると思う」が 8.9％、「ある程度

あると思う」が 52.8％であり、合わせると 61.7％の人が知識を持っていることが伺えます。

前回調査と比較すると、「十分にあると思う」が 4.2 ポイント増加しました。農林水産省の

全国調査（令和 5年度「食育に関する意識調査」）では「十分にあると思う」と「ある程度

あると思う」を合わせて 75.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 令和 5年度「食育に関する意識調査」 
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14.7% 62.6% 21.3% 1.4%【n=2,283】

いつも判断している 判断している

あまり判断していない 全く判断していない

13.2%

7.1%

49.5%

53.7%

27.4%

28.6%

3.1%

2.6%

6.7%

8.0%

今回調査

【n=416】

前回調査

【n=462】

いつも判断している 判断している

あまり判断していない 全く判断していない

わからない

（２）あなたは、安全な食生活を送ることについてどの程度判断していますか。（択一回答） 

⚫ 安全な食生活を送ることの判断について、「いつも判断している」が 13.2％、「判断してい

る」が 49.5％であり、判断している人が 62.7％となっています。一方、「あまり判断してい

ない」は 27.4％となっています。前回調査と比較すると、「いつも判断している」が 6.1 ポ

イント増加しました。農林水産省の全国調査（令和 5年度「食育に関する意識調査」）では、

「いつも判断している」が 14.7％、「判断している」が 62.6％であり、判断している人が

77.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 令和 5年度「食育に関する意識調査」 
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23.5%

29.6%

34.8%

26.2%

41.7%

44.2%

今回調査

【n=417】

前回調査

【n=466】

受け継いでいる 受け継いでいない わからない

66.1% 33.9%【n=2,287】

受け継いでいる 受け継いでいない

62.9%

68.6%

27.8%

23.4%

9.3%

8.0%

今回調査

【n=97】

前回調査

【n=137】

伝えている 伝えていない わからない

68.8% 31.2%【n=1,502】

伝えている 伝えていない

問６ 郷土料理や伝統料理などの食文化についておたずねします。 

（１）あなたは、郷土料理や伝統料理など、地域や家庭で受け継がれてきた料理や味、箸

づかいなどの食べ方・作法を受け継いでいますか。（択一回答） 

⚫ 郷土料理や伝統料理などを受け継いでいるかについては、「受け継いでいる」が 23.5％、「受

け継いでいない」が 34.8％となっています。一方、「わからない」は 41.7％となっていま

す。前回調査と比較すると、「受け継いでいない」が 8.6 ポイント増加し、「受け継いでい

る」が低下しました。これは、郷土料理や伝統料理の継承が、年々難しくなってきているこ

とを示唆しています。農林水産省の全国調査（令和 5年度「食育に関する意識調査」）では

「受け継いでいる」が 66.1％となっています 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 令和 5年度「食育に関する意識調査」 

 

 

 

 

 

【（１）で「受け継いでいる」と答えた方におききします】 

（２）あなたが郷土料理や伝統料理など、地域や家庭において受け継いできた料理や味、

箸づかいなどの食べ方・作法を、地域や次世代（子どもやお孫さんを含む）に対し

伝えていますか。（択一回答） 

⚫ 郷土料理や伝統料理などを伝えているかどうかについては、「伝えている」が 62.9％であ

り、「伝えていない」の 27.8％を大きく上回っていますが、前回調査と比較すると、「伝え

ていない」が 4.4 ポイント増加し、「伝えている」が 5.7 ポイント低下しました。農林水産

省の全国調査（令和 5年度「食育に関する意識調査」）では、「伝えている」が 68.8％、「伝

えていない」が 31.2％であり、同傾向を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 令和 5年度「食育に関する意識調査」 
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2.2%

2.5%

8.0%

13.7%

14.7%

14.4%

32.1%

12.4%

0 20 40 60 80

n=402

ほぼ毎日

週に３～５日程度

週に１～２日程度

月に２～３日程度

月に１日程度

２～３か月に１日程度

それ以下

まったく食べない

3.5%

6.1%

11.5%

18.4%

16.3%

16.2%

20.3%

7.7%

0 20 40 60 80

【n=2,255】

ほぼ毎日

週に３～５日程度

週に１～２日程度

月に２～３日程度

月に１日程度

２～３か月に１日程度

それ以下

まったく食べない

【すべての方におききします】 

（４）あなたは、いわゆる郷土料理や伝統料理をどのくらいの頻度で食べていますか。 

（択一回答） 

⚫ 郷土料理や伝統料理を食べる頻度については、『月に１日以上』（「ほぼ毎日」2.2％、「週に

３～５日程度」2.5％、「週に１～２日程度」8.0％、「月に２～３日程度」13.7％、「月に１

日程度」14.7％の合計）が 41.1％となっており、「２～３か月に１日程度」は 14.4％、「そ

れ以下」は 32.1％、「まったく食べない」は 12.4％となっています。農林水産省の全国調査

（令和 5年度「食育に関する意識調査」）と比較すると、『月に１日以上』は 14.7 ポイント

下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産省 令和 5年度「食育に関する意識調査」 
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20.6% 30.1% 36.2% 11.9% 1.2%n=412

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない

55.0%

43.6%

43.6%

43.3%

37.5%

29.0%

1.2%

6.6%

0 20 40 60 80

n=411

定期的な健(検)診受診

栄養・食生活への配慮

歯や口腔の健康

十分な休養や睡眠など心の健康づくり

定期的な運動習慣

禁煙、適度な飲酒

その他

どれも当てはまらない

38.2% 61.8%n=398

いる いない

問７ 健康づくりや検診についておたずねします。 

（１）あなたの現在の健康状態はいかがですか。（択一回答） 

⚫ 現在の健康状態について、「よい」が 20.6％、「まあよい」が 30.1％であり、合わせて半数

の人が『健康状態はよい』と回答しています。一方で、「あまりよくない」は 11.9％、「よ

くない」は 1.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）あなたが、健康のために取り組んでいることはありますか。（複数回答） 

⚫ 健康のために取り組んでいることについては、「定期的な健(検)診受診」が 55.0％と最も高

く、「栄養・食生活への配慮」「歯や口腔の健康」が 43.6％、「十分な休養や睡眠など心の健

康づくり」が 43.3％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）あなたは、（２）のような健康づくりに取り組む時の仲間がいますか。（択一回答） 

⚫ 健康づくりに取り組む時の仲間について、「いる」が 38.2％、「いない」が 61.8％となって

います。 
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35.6%

36.8%

33.4%

51.1%

57.2%

64.4%

63.2%

66.6%

48.9%

42.8%

受けている 受けていない

①胃がん検診【n=371】

②大腸がん検診【n=367】

③肺がん検診【n=359】

④乳がん検診（※女性のみ）【n=225】

⑤子宮頸がん検診（※女性のみ）【n=222】

55.3% 44.7%n=412

受けている 受けていない

20.2% 59.1% 17.8% 2.9%n=411

とても持っている やや持っている

あまり持っていない まったく持っていない

（４）あなたは、がん検診を定期的に受けていますか。（①～⑤それぞれ択一回答） 

⚫ 定期的ながん検診の受診状況については、「胃がん検診」は 35.6％、「大腸がん検診」は

36.8％、「肺がん検診」は 33.4％が「受けている」と回答しています。また、「乳がん検診

（※女性のみ）」は 51.1％、「子宮頸がん検診（※女性のみ）」は 57.2％が「受けている」と

回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）あなたは、歯科検診を定期的に受けていますか。（択一回答） 

⚫ 定期的な歯科検診の受診率は、半数を超える 55.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）あなたは、ご自身の健康状態を保ち、または改善し、より高めていくことに対する

意欲をどの程度お持ちですか。（択一回答） 

⚫ 健康状態を保ち、または改善し、より高めていくことに対する意欲について、「とても持っ
ている」が 20.2％、「やや持っている」が 59.1％であり、約８割の人が健康に対する意欲を

持っている一方で、「あまり持っていない」が 17.8％、「まったく持っていない」が 2.9％

と、２割弱の人はあまり意欲を持っていないという結果になりました。 
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10.0% 34.8% 34.8% 15.3% 4.4%

0.7%

n=411

５時間未満 ５時間以上６時間未満

６時間以上７時間未満 ７時間以上８時間未満

８時間以上９時間未満 ９時間以上

78.6% 21.4%n=411

いる いない

18.2% 51.7% 26.9% 3.2%n=412

とてもある ややある あまりない まったくない

問８ 睡眠やこころの不調についておたずねします。 

（１）あなたの睡眠時間はどれぐらいですか。（択一回答） 

⚫ 睡眠時間について、「５時間以上６時間未満」と「６時間以上７時間未満」が同率（34.8％）

で高く、「７時間以上８時間未満」が 15.3％で続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）あなたは、現在、日常生活で悩みやストレスがありますか。（択一回答） 

⚫ 悩みやストレスについて、「とてもある」が 18.2％、「ややある」が 51.7％となっており、

約 70％の人が日常生活で悩みやストレスを抱えています。一方で、「あまりない」は 26.9％、

「まったくない」は 3.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）あなたは、こころに不調があるときに相談できる相手がいますか。（択一回答） 

⚫ こころに不調があるときに相談できる相手の存在について、「いる」が 78.6％と約８割を占

めています。一方、「いない」は 21.4％となっています。 
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91.0%

58.2%

12.1%

5.3%

4.6%

2.5%

1.5%

0.3%

0.0%

0 20 40 60 80 100

n=323

家族や親族

友人や会社の同僚

医療機関（医師、歯科医師、看護師、

薬剤師など）

先生や会社の上司

近所の人

インターネット上でつながりのある人

公的な相談窓口（役場、地域包括支

援センターなど）

民間の相談窓口（カウンセラー、電話

相談など）

その他

【（３）で「いる」と答えた方におききします】 

（４）相談相手はだれ（どこ）ですか。（複数回答） 

⚫ こころに不調があるときの相談相手については、「家族や親族」が 91.0％と突出して高く、

「友人や会社の同僚」が 58.2％、「医療機関（医師、歯科医師、看護師、薬剤師など）」が

12.1％で続いています。 
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80.0%

56.2%

18.1%

6.0%

3.8%

2.5%

2.2%

1.4%

76.9%

57.7%

22.4%

8.2%

4.1%

4.6%

3.4%

1.0%

0 20 40 60 80

今回調査【n=365】 前回調査【n=416】

配偶者

子ども

父母（あなた・配偶者の）

兄弟姉妹（あなた・配偶者の）

孫

子どもの配偶者

祖父母（あなた・配偶者の）

その他

11.1%

32.6%

26.8%

17.1%

12.3%

9.0%

28.3%

25.9%

23.1%

13.7%

0 20 40 60 80

今回調査【n=414】 前回調査【n=467】

１人

２人

３人

４人

５人以上

問９ あなたのことについておたずねします。 

（１）あなたが同居している方はあなたを含めて何人ですか。（数値回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（１）で、２人以上と答えた方におききします】 

（２）同居されている方をすべて選んでください。（複数回答） 
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39.0%

40.0%

61.0%

60.0%

今回調査

【n=418】

前回調査

【n=468】

男性 女性

10.7%

16.5%

17.4%

30.3%

15.7%

9.4%

11.3%

18.0%

20.6%

22.1%

18.8%

9.2%

0 20 40 60 80

今回調査【n=413】 前回調査【n=467】

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～64歳

65～74歳

75歳以上

37.9%

22.9%

17.4%

6.5%

5.6%

5.1%

0.5%

0.2%

3.9%

31.6%

19.6%

20.9%

9.4%

6.4%

7.0%

2.1%

1.1%

1.9%

0 20 40 60 80

今回調査【n=414】 前回調査【n=469】

会社員・会社役員

パート・アルバイト

無 職

家事従事者

自営業

公務員・団体職員

学 生

農林漁業

その他

【再び、すべての方におききします】 

（３）あなたの性別をお答えください。（択一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）令和 6年 9月 1 日現在のあなたの満年齢をお答えください。（数値回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）あなたは、現在どのようなお仕事をしていますか。（択一回答） 
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○「食品ロス」に関するアンケート結果（抜粋） 
 

Ⅰ 調査の概要 

調査期間 

令和 4年 12 月～令和 5年 8月 

 

調査対象 

中学校保護者 125～139 人 

議会議員 10～12 人 

スポーツ推進委員 6～8 人 

株式会社 JERA 13～20 人 

商工会 20 人 

かわごえパワーステーション 12～13 人 

農業委員会 5 人 

 

有効回答者数 

初回アンケート有効回答者数 213 人（以下、「前」と表記） 

最終アンケート有効回答者数 196 人（以下、「後」と表記） 

 

回答者の年齢構成 

 
  

1.4 

18.3 

49.3 

13.6 
8.0 7.0 

2.3 1.0 

18.9 

45.9 

14.8 
8.7 7.1 

3.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

20 30 40 50 60 70 80

年齢構成

前 後
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Ⅱ 調査結果（概要） 

 

『食品ロス』を知っていますか？ 

⚫ 食品ロスについて教育前後に差がなく、言葉と内容を知っている者が 8 割弱であり、全国

調査と同傾向であった。一方、教育後も「言葉のみ知っている」、「言葉も内容も知らない」

者が約 2割存在することから、内容の認知度を高める働きかけが必要である。 

全国調査では、食品ロス問題を知っているか聞いたところ、「知っている」と回答した人が 

80.9％（「よく知っている」23.1％＋「ある程度知っている」57.8％）であった。 

 

 

  

1.9 

25.7 

72.4 

3.1 

19.0 

77.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

言葉も内容も知らない 言葉は知っている 言葉も内容も知っている

食品ロスを知っているか

前 後

(%)

33.3 28.2 27.0 
27.6 

8.9 
14.3 

27.6 35.3 35.3 
21.4 

28.6 

16.7 

66.7 

100.0 

66.7 67.6 71.4 
88.9 82.1 

69.0 64.7 64.7 
78.6 

64.3 

100.0 

83.3 

0%
10%
20%

30%
40%
50%
60%

70%
80%
90%

100%

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

20 30 40 50 60 70 80

言葉も内容も知らない 言葉は知っている 言葉も内容も知っている

30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代20歳代
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買い物編 

①買い物に行く前に冷蔵庫の中身をチェックしている 

⚫ 買い物に行く前の冷蔵庫の中身をチェックしているについては教育前後に差がなく、中身
に確認する者が 8割程（「はい」と「どちらかといえばはい」）存在している。継続させるこ

とを促す取り組みが必要である。 

 

 

  

35.4 
40.1 

16.5 

8.0 

37.2 
42.3 

14.3 

6.1 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

はい どちらかといえばはい どちらかといえばいいえ いいえ

①買い物に行く前に冷蔵庫の中身をチェックしている

前 後

(%)

33.3 

56.4 

35.1 35.2 
46.7 

10.3 
20.7 

29.4 35.3 
21.4 

28.6 

80.0 

28.6 

66.7 

50.0 

35.9 

48.6 
36.2 

36.7 

55.2 

55.2 
52.9 41.2 

42.9 
35.7 

42.9 

0.0

10.0

20.0

30.0
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②必要な量だけ食品を購入している（ばら売り・小分けの利用） 

⚫ 必要な量だけの食品を購入については教育前後に差がなく、必要量のみ購入する者が約 8

割と殆どであった。教育後に余分なものを購入している者（約 15％）に対しては、無駄な

買い物を減らし、必要な量を購入する認識を定着させ実践する教育が必要である。 
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③陳列された食品はなるべく手前から取っている 

⚫ 「陳列された食品はなるべく手前から取っている」回答割合は、「どちらかといえばはい」
の者が全体の前 9.9％に対し、後 33.3％と有意に増加した。また、「はい」24.1％を加える

と約 7割が実施するようになった。教育効果の可能性が考えられる。 

全国調査では「てまえどりを実践している」と回答した人が 39.4％である。 
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調理編 

④食べきれる量だけ作っている 

⚫ 食べきれる量だけ作っているについては教育前後に差がなく、「はい」に「どちらかといえ
ばはい」を加えると食べきれる量だけ作っている者が殆どであった。全員が「はい」に移行

できるように、取り組みが重要である。 

全国調査では、食品ロスを減らすための取組について聞いたところ、「残さずに食べる」と

回答した人が 69.3％と最も多くなっている。一方で、「取り組んでいることはない」と回答

した人は 10.1％である。 
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⑤食材は無駄なく使っている 

⚫ 食材は無駄なく使っているは教育前後に差がなく、「はい」に「どちらかといえばはい」を
加えると無駄なく使っている者が殆どであった。全員が「はい」に移行できるように、無駄

なく食材使用する取り組みが重要である。 
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⑥冷蔵庫の余った食材で調理する日を設けている 

⚫ 冷蔵庫の余った食材で調理する日を設けているは教育前後に差がなく、調理する日を設け
ている者が約 6割（「はい」と「どちらかといえばはい」）に留まり、設けていない者（「ど

ちらかといえばいいえ」と「いいえ」）が 4割あった。食品ロスの工夫として実施を進める

教育が必要である。 
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保存編 

⑦消費期限・賞味期限の意味を理解している 

⚫ 消費期限・賞味期限の意味を理解しているは教育前後に差がなく、8割弱（「はい」）が理解

していた。 

全国調査では、賞味期限と消費期限の違いを知っているか聞いたところ、「知っていた」と

回答した人が 71.9％となっている。一方で、言葉は知っていたが 18.0％「知らなかった」

と回答した人は 10.2％であった。 
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⑧冷蔵庫内に期限切れがないか週１回チェックしている 

⚫ 冷蔵庫内に期限切れがないか週１回チェックしているは教育前後に差がなく、調理する日
を設けている者が約 6 割（「はい」、「どちらかといえばはい」）に留まり、設けていない者

（「どちらかといえばいいえ」、「いいえ」）が 4 割あった。食品ロスの工夫として実施を進

める教育が必要である。 
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⑨冷蔵・冷凍で保存した残り物は忘れずに食べている 

⚫ 冷蔵・冷凍で保存した残り物は忘れずに食べているは教育前後に差がなく、忘れずに食べ
ている者が約 8 割（「はい」、「どちらかといえばはい」）であった、50 歳代は、他の年代と

比較して「はい」と回答した者が少なかった（10.3％）。全員が「はい」に移行できるよう

に、取り組みが重要である。 
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